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 附属特別支援学校では、昨年度より、「生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり」という研究を

行ってきました。この２年間の研究を経て、研究成果を示すことができたことをうれしく思っておりま

す。 

この研究では、「生涯学習」という言葉を中核において、児童生徒の新たな教育実践を提案していま

す。このテーマ設定の背景には、児童生徒の社会参加に向けて、職業的なスキルの獲得だけでなく、生

涯に渡るキャリア発達の追及をしていくための力の獲得、児童生徒の主体性の育成など、さらには、現

行の教育実践の改善という挑戦的な思いがあります。 

令和６年度の研究では、共同研究者として、秋田県総合教育センター 進藤拓歩先生、島津憲司先生、

秋田県立支援学校天王みどり学園 小野直子先生、秋田大学教育文化学部 鈴木徹先生、能田昴先生、

藤井慶博先生など多くの先生方にお世話になりました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。研

究テーマを考えると、夏のセミナーなどを通じて、本校卒業生、在校生、保護者から得た意見が本研究

を大きく推進させました。本当に貴重な御意見をありがとうございました。 

最後に、本年度の研究紀要では、本校が推進してきた「生涯学習力」がどのようなものであり、この

実践をするために必要な視点を、本校がこれまで培ってきた「私の応援計画」、「わかはとモデル」、「わ

かはとシステム」といった言葉で解説しています。最終年度である今年度は、それだけでなく、読者と

なる現場の先生方が、実際の教育現場で活用するための「私の応援計画」作成ガイドの改訂に力を割い

てきました。「『私の応援計画』の重要性は理解したが、どのように取り組めばいいのか？」といった疑

問の声に応えるようなものとなっておりますので、ぜひ御覧ください。本研究紀要を読んでいただくこ

とで、これまでの教育実践を改善する視点を得ることができるのではないかと信じております。 

昨年度も書きましたが、研究の最終到達点は、目の前で教育を受けている児童生徒の成長発達です。

この本研究紀要を通じて、多くの方々と児童生徒の教育の実践知を共有し、更なる実践が広がっていく

ことを強く願っております。 

 

 

 

 

 



第１章 研究の概要



生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり 

～児童生徒の夢や願いを基点とした「わかはとシステム」の活用～（２年次／２年計画） 
                                                               

研究の概要 

１ 研究主題設定の理由 

（１）本校の研究の歩み 

本校では，令和元年度

から「生涯学習力」に焦

点を当てた研究を進め

てきた（図１）。令和元年

度，令和２年度の２年間

は，「生涯学習力」を「主

体的にヒト・モノ・コト

に関わり生涯にわたっ

て学びに向かい成長し

ようとする力」と定義

し，「生涯学習力」を高め

る教育課程の編成に向

けて取り組んだ。令和３ 

年度からは，児童生徒の「生涯学習力」を高めるための基盤整備について３つのワーキンググル－プ

を立ち上げ，「生涯学習力」を高めるために必要な要素や学習内容を検討した。さらに令和４年度は，

「生涯学習力」を高めるための授業実践に焦点を当てて取り組み，授業づくりの視点として「生涯学

習力」を高めるための要素となる「わかはとモデル」（図２）を作成した。この「わかはとモデル」を

活用して学部間のつながりを考慮した単元構想や指導内容を検討したり，児童生徒の「生涯学習力」

が高まった姿や変容を見取ったりした。特に，学部を越えて意見交換を行う「つながりミーティング」

において「わかはとモデル」を活用したことで，職員は各学部の取組や児童生徒の成長過程について

理解を深めることができた。 

本校の特徴的な取組である「私の応援計画」（秋田大学附属特別支援学校研究紀要.2018）は，その

作成を通して児童生徒自身が学びの主体であることを自覚できるよう，児童生徒が自分の意思を表現

できる環境を構築し，児童生徒たちの「思い」「願い」「夢」を大切にした個別の教育支援計画である。

平成 29年度から 30年度までの２カ年，「本人主体の個別の教育支援計画（私の応援計画）を活用した

教育課程の編成」を研究

主題として研究に取り

組んでいる（図１）。令和

４年度は，この「私の応

援計画」を基盤としなが

ら，「わかはとモデル」

を活用して「生涯学習

力」を高める授業づくり

を行ってきた。児童生徒

たちの「思い」や「願い」，

「夢」から生涯にわたっ

て学び続ける姿をイメ

ージしつつ，「わかはと 

図１ 本校の研究の歩み 

図２ わかはとモデル（現行版） 
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モデル」を活用して児童生徒の「今ここにある姿」を見取ってきたことで，職員は児童生徒の「分か

った」「できた」といった学びの結果だけではなく，授業の中で「児童生徒がどのように学んだか」

「児童生徒が学びの結果から何を得たか」という点に目を向けられるようになった。そして，児童生

徒の学びが学校・家庭・地域の中でどう役立っているのか，どうつながっていくのかを理解すること

が，「生涯学習力」を高める授業づくりを進める上で重要であると認識した。一方で，毎年の職員の

異動により転入職員に「私の応援計画」の目的や意図，その意義の押さえまでは十分に引き継がれず

に，活用することのみが継続している現状もみられる。 

 

（２）令和５年度の成果(○)と課題(△)：全体 

研究１年次は，「生涯学習力」を高めるための要素として作成した「わかはとモデル」を「『生涯学

習力』を見取る視点」として児童生徒の実態把握や生涯学習力の高まりを見取る際に活用した。また，

これまでの研究の成果をつなげる「わかはとシステム」の構築を目指した。この「わかはとシステム」

は，常に児童生徒の夢や願いを基点とし，子どもと授業をつなげ，「生涯学習力」の育成を目指すとと

もに，ＡＰＤＣＡサイクル（ＰＤＣＡサイクルにＡ：アセスメントを含めたもの）で検証し，改善し

ていくものである（図３）。また，令和５年度の成果と課題を以下の５点で示した。 

①「わかはとモデル」の分析と改善 

○授業研究会やつながりミーティングの際に，「わかはとモデル」を活用することで，児童生徒の生涯

学習力の高まりを学校や家庭，地域の視点で見取り，職員間で分析することができた。また，「わかは

とモデル」の４つの視点を職員が様々な場面で意識できるようになってきた。 

△分析と改善を積み重ねていく中で「わかはとモデル」に当てはまらない児童生徒の姿についてもみ

えてきた。また，育成を目指す資質・能力との関係性がみえないことが課題として挙げられた。 

②「私の応援計画」への「わかはとモデル」の活用 

○「私の応援計画」作成時と評価時の児童生徒との面談を行う際，職員側が「わかはとモデル」の視

点を生かした対話を大切にすることができるようになってきた。 

△保護者面談の際に，「わかはとモデル」の視点に関わる児童生徒の成長や変容を伝えることが不十分

であった。また，児童生徒

本人が振り返った「私の

応援計画」を次年度以降

に引き継ぎ，本人が活用

できる工夫が必要である

と感じた。 

③校内外のつながり，卒業  

後のつながりの検証 

○学部間や学部を越えたつ

ながりを全校縦割りで検

討や検証する「つながり

ミーティング」は，他学部

の視点を授業改善に生か

したり，授業以外の様子

から児童生徒の変容を見

取ったりする機会として

有効であった。また，その

ことで多面的かつ複数の

目による実態把握と評価

が充実した。 
図３ わかはとシステム全体図 
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△「つながりミーティング」の実施時期や回数は，「わかはとシステム」の構築に向けて検討が必要で

あった。 

○「障害のある方の豊かな学び」について卒業生とその保護者にアンケート調査を行い，保護者の思

いや願い，卒業生の生涯学習の現状を知ることができた（秋田大学附属特別支援学校研究紀要.2024）。 

△「わかはとモデル」の生涯学習力を見取る４つの視点と基盤となる３つの視点が卒業後にどのよう

に生かされ，広がっているのかを調査，分析，検証する必要がある。 

④家庭や地域との連携 

○ＰＴＡの際に保護者に研究の説明をしたり，生涯学習に関する保護者アンケートを実施したりする

ことで，本校の研究の理解を促し，保護者と同じ方向で児童生徒の学びを考えることにつながった。 

△地域の活用は、各学部で授業実践の中で行われているが，生涯学習力を高めるための視点からも地

域展開によって得られる学びを必要なこととして共通理解することや，地域への発信や連携につい

てはまだ十分な状況とは言えないため，今後更に進めていく必要があると感じた。 

○保護者に対して生涯にわたる豊かな学びに関するアンケート調査を実施し，その調査結果から保護

者は生涯にわたって学び続けるためには，学ぶ機会や本人をサポートする周りの環境が最も大切で

あると考えていた。また，本人の興味関心や好奇心などのチャレンジ精神が必要であると挙げてい

た（秋田大学附属特別支援学校研究紀要.2024）。 

△この調査結果と「わかはとモデル」の生涯学習力を見取る４つの視点と基盤となる３つの視点がど

のように関係しているのかを分析，検証する必要がある。 

⑤「エピソードシート」の活用 

○単元終了ごとに事例対象の児童生徒のエピソードを基に「わかはとモデル」の視点での見取りを行

うことで，以前よりも児童生徒の意図や思い，成長と学びの広がりを分析できるようになってきた。 

△児童生徒の夢や願いに立ち返って評価する視点が不十分だった。また，エピソードを記録し，分析

することに時間的な負担があった。今後更にエピソードシートを改善し，より使いやすく持続可能

な評価のツールにしていく必要がある。 

 

（３）令和５年度の各学部の成果(○)と課題(△) 

児童生徒の夢や願いを基点とした授業づくり 

 【小学部】○学びに向かう児童の姿を引き出す授業の実現 

△「私の応援計画」と「わかはとモデル」をつなぐ手立ての検討  

 【中学部】○実態把握から評価・改善の流れによる生涯学習力の高まりの実感 

△地域との関わりにより得られる学びの効果の検証 

 【高等部】○生徒の思いや願いを尊重した授業の展開 

△「私の応援計画」と「わかはとモデル」の結びつけ方 

「わかはとモデル」を活用した児童生徒の見取り 

 【小学部】○児童の内面に着目した見取り方の広がり  

△子どもの夢や願いに立ち返る評価の在り方  

 【中学部】○「人とつながる」等の観点の広がりによる他の観点への作用効果 

△「わかはとモデル」の観点に分類できない出来事や内面の動きの見取り 

 【高等部】○「わかはとモデル」の観点による生徒の具体的な姿の見取りの充実 

△卒業生へのアンケート結果の分析，検討 

 

以上のことから，これまでの研究成果を基に，卒業後も学び続けようとしたり，自分から学ぼうと

したりする意欲を育み，「生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり」を通して児童生徒の「生

涯学習力」の広がりや深まりの検証をしたいと思い，本主題を設定した。 
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（４）令和６年度の取組の方向性 

令和５年度の研究を通して，「わかはとシステム」の構築が進み，全体像がみえてきた。今後，こ

の「わかはとシステム」を学校の教育課程の中に位置付け，今後も持続可能な仕組みとして確立して

いく必要があると考える。そこで，今年度の２年次研究の副題を「児童生徒の夢や願いを基点とした

『わかはとシステム』の活用」とし，この仕組みが５年後，１０年後も続くように，研究を推進して

いく。今年度の研究推進に向けて，以下の方策を考えた（秋田大学附属特別支援学校研究紀要.2024）。 

・「わかはとモデル」と育成を目指す資質・能力との関連性の検討 

・児童生徒の評価，学びの履歴の可視化 

・保護者，地域との更なる連携 

・「わかはとシステム」を中核とした教育課程の編成 

 

２ 研究の目的 

児童生徒の夢や願いを基点とし，子どもと授業をつなげ，「生涯学習力」の育成を目指す「わかは

とシステム」を活用し，生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくりを推進する。また，このシス

テムを本校の教育課程に位置付け，児童生徒の「生涯学習力」の広がりや深まりを検証する。 

 

３ 研究の内容と方法 

上記の目的を達成するために，以下の内容と方法を設定した。 

（１）「わかはとシステム」の活用と改善 

・「わかはとシステム」を今後も継続していくために，研究部と各分掌部が関連を図りながら検討し，

改善していく機会（「わかはとシステム運営委員会」）を設置する。主に，「私の応援計画」の改訂版

の検討，各種教育計画とのつながりの検証，「つながりミーティング」の内容等の検証を行う。 

・児童生徒の「生涯学習力」の高まりを継続的に検証できるように，「エピソードシート」の様式を情

報文化部と連携しながら検討し，「生涯学習力」がどのように広がっているかを分析し，検証する。 

・児童生徒の夢や願い，「わかはとモデル」の視点とのつながりがみえる学習指導案の様式を情報文化

部と連携しながら検討し，活用する。 

 

（２）「私の応援計画」のブラッシュアップ 

・「わかはとモデル」の視点を入れ込んだ「私の応援計画」作成ガイドの改訂版を検討する。 

・「私の応援計画」をキャリア・パスポートとして活用し，児童生徒本人による評価や，学びの履歴の

可視化を進める。 

・活用できる「個別の移行支援計画」を目指して，卒業生版の「私の応援計画」の作成と活用に向け

た方策を検討する（「私の応援計画」社会人用の検討）。 

 

（３）「生涯にわたる豊かな学び」の検証（アンケート調査の分析と検証） 

・令和５年度に実施したアンケート調査（在校生の保護者，卒業生，卒業生の保護者対象）を「わか

はとモデル」の視点で更に分析し，生涯学習力の育成に向けた教育効果等を検証する。 

・進路先である事業所や障害福祉サービス事業所などから，障害のある方の豊かな生活や学びの在り

方，課題等についてアンケート調査を行い，分析する。 

・セミナー（シンポジウム，生涯学習についての取組紹介）や公開研究協議会を開催する中で，卒業

生や在校生にとって「生涯にわたって豊かな学びを続けるために必要なこと」についての手掛かり

を探る。 
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４ わかはとシステムの関連図 

「わかはとシステム」は，常に児童生徒の夢や願いを基点とし，子どもと授業をつなげ，「生涯学習

力」の育成を目指すとともに，ＡＰＤＣＡサイクルで検証し，改善していくものである。以下は，「わ

かはとシステム」の関連図を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「私の応援計画」 

４月，９月，２月 

・児童生徒との「私の応援計画」（夢シー

ト等）作成，修正，評価 

・単元構想，指導案への反映 

・職員間で「私の応援計画」の評価，「わ

かはとモデル」との関連の検証 

授業実践，授業改善 

通年  

・単元構想，提示授業の計画 

・指導案の作成（「わかはとモデル」

の視点を活用し，実態把握や目指

す姿を検討し，記入する） 

・授業研究会での「わかはとモデル」

の視点の見取り（児童生徒の授業

におけるエピソード） 

つながりミーティング 

４月，７月，10月，１月 

・単元（題材）計画の構想 

・「わかはとモデル」の４つの視点で児童

生徒（事例対象）のエピソードを見取

り，変容を分析し，検証 

・学校と家庭，地域の視点から変容を見取

るとともに，そのつながりの検証 

 

「児童生徒，保護者との面談」 

４月，９月，２月 

・児童生徒，保護者との面談による「私の

応援計画」の確認，修正，評価 

図４ わかはとシステム関連図 
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第２章 授業づくりの実際



小学部 授業づくりの実際 

１ はじめに                                         

（１）昨年度の取組 

 昨年度は，児童の夢や願いを基点にした生活単元学習の授業づくりの流れについて検討，整理を行っ

た。また，「私の応援計画」の作成や単元計画，授業評価など様々な場面において，「わかはとモデル」

を児童の姿を見取る視点として活用し，機能することを目指した。 

 授業づくりの流れを繰り返すことで，児童の夢や願いから授業をつくるプロセスが教師の中に根付き，

単元計画や活動設定の根拠が児童にある，より児童が主体となる授業づくりを行うことができた。また，

「わかはとモデル」の視点で児童の姿を見取ることで，児童の行動とその背景や内面の機微を見取ろう

とする教師の意識が高まった。一方で，「私の応援計画」と「わかはとモデル」をつないでいくこと，「わ

かはとモデル」で見取った児童の身に付けたい力と，育てたい資質・能力との関連を明確にすること，

児童の夢や願いに立ち返る評価や評価ツールの工夫が，課題として挙げられた。 

 

（２）本年度の研究 

 昨年度の研究で挙げられた課題から，本年度は次の３点の取組を行うこととした。 

①「私の応援計画」作成の基となる，児童との面談の在り方についての検討 

②「わかはとモデル」で見取った児童の姿と，授業との妥当性の検討，育てたい資質・能力の明確化 

③ＩＣＴを活用したエピソードシートへの日常的な記録 

これらの取組により「わかはとシステム」を活用した授業づくりがより充実するよう，実践を重ねた。 

 

２ 研究の実際                                         

（１）児童との面談の在り方についての検討 

 「私の応援計画」作成の基となる児童との面談において大切にしたいことを小学部職員で話し合い，

次のように整理した。 

 ・夢や願いを引き出そうとするのではなく，自分の好きなことや頑張りを知ったり，気付いたりでき

るようにすること。 

 ・学習を振り返り，言語化したり，視覚化したりすること 

  例：「～が楽しかったんだね」「～が好きなんだね」 

 ・面談のタイミングにこだわらず，普段の見取りや単元終了後の振り返り活動を，対話を通して充実

させること 

 ・教師が「わかはとモデル」の視点を意識して問い掛けたり，価値付けたりすること 

  例：「○○さんと一緒にやったんだね」（人とつながる視点） 

    「難しかったけれど，チャレンジしたね」（試す視点） 

 ・小学部は「生涯学習力」の素地を育む段階である。現在の学習を振り返り，楽しかったことや好き

なこと，興味のあることなどの「思い」を膨らませたり，児童が実感したりすること 

 

 また，児童が自分の思いを再度認識したり，友達

の夢や願いを知ったりすることができるように，面

談で見取った一人一人の思いを各学級の実態に合わ

せて視覚化（図１）し，教室内に掲示した。イラス

トを使用したり，友達と同じものに気付けるように

学級で１枚の掲示にしたり，児童自身が作成したり

するなど，各学級で工夫した。 

 

 図１ 児童の思いを視覚化した掲示 
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（２）「わかはとモデル」で見取った児童の姿と，授業の妥当性の検討，育てたい資質・能力の明確化 

①単元構想検討会での検討 

 児童との面談や授業の振り返りで，「わかはとモデル」の視点を活用して児童の思いを見取った。学部

職員で行った単元構想検討会では，児童の思いがより充実するよう，育てたい資質・能力や学習活動，

手立てなどの工夫について検討した。公開研究会に向けた単元構想では，研究協力者である秋田大学の

鈴木徹先生にも参加してもらい，助言をいただいた。 

②「つながりミーティング」での事例検討 

 「つながりミーティング」では，担任が見取った児童の思いやエピソード等を共有し，授業で見られ

た姿を「わかはとモデル」の視点を活用して捉え直した。そのうえで，単元の内容や年間の構想につい

て検討したり，授業の仕掛けのアイデアを出し合ったりした。 

③授業で見られた児童の姿の捉え直し（図２） 

 育てたい資質・能力の妥当性を検討するために，授業

後に行った授業研究会で出された児童の姿を改めて「わ

かはとモデル」の視点で捉え直した。改めて見取った児

童の学ぶ姿から，学習指導案の「単元を通して目指す姿」

につながるための今後の手立てや学習活動の工夫を検

討し，授業改善につなげた。 

 

 

 

（３）ＩＣＴを活用したエピソードシートへの記録（図３） 

 デジタルノートアプリ「ロイロノート・スクール」を活用し，児童の印象的だった姿を写真で蓄積し

た。教師が負担感なく取り組めるよう，学級通信や学習の記録用に撮影した写真を活用し，教師の見取っ

た内面や背景を書き込んだ。毎週，曜日を決めて 10分程度時間をとり，児童の姿について雑談しながら

書き込んだり，連絡帳の保護者からの記載を載せたりした。また，児童との面談や学習の振り返りで，

エピソードシートに記録してきた写真を活用した。写真を見て一緒に振り返りながら，児童の思いに立

ち返り，現在の思いについて，対話を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 児童の姿の捉え直し 

図３ ロイロノート・スクールを活用したエピソードシート 
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３ 授業の実際                                        

（１）あおば学級（５・６年生）「あおば探検隊・修学旅行編～秋田と仙台の名物を調べよう～」 

                             （全校授業研究会：６月） 

①単元設定に当たって 

「私の応援計画」作成のため行ったあおば学級の児童との面談では，「みんなで出掛けたい」「先輩と

話がしたい」「（修学旅行で行く）仙台と秋田のおいしい物を調べたい」という思いを見取った。また，

教師が「わかはとモデル」の視点で日常の児童の姿を捉え直すと，自分の思いを伝えたり，相手の思い

を受け入れたりする姿や，友達の様子を見たり，聞いたりして情報を集める姿が見られるようになって

きたことが分かった。これらの姿を踏まえ，児童が自分の思いや気付きを友達や教師に伝えたり，関わ

る相手を意識しながら活動に向かったりする姿を目指し，「あおば探検隊・修学旅行編～秋田と仙台の

名物を調べよう～」の単元を計画した。 

②授業の概要 

単元設定に当たって見取った児童の思いが充実するように，ペアの友達と一緒に秋田と仙台の名物を

中学部，高等部生へのインタビューとアンケートで調べたり，仙台出身の教育実習生にオンラインでイ

ンタビューして聞いたりした。また，調べたことを整理し，他のペアの友達に伝える活動を行った。こ

れらの活動を通して，児童の目指す姿につながるように次のような仕掛けを工夫した。 

 

目指す姿につながる仕掛け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③全校授業研究会より 

 提示授業では，調べた仙台のお土産の中から，小学部の友達に何を食べたいか尋ねるアンケート（図

４）をペアで作成する活動を行った。小学部の友達をイメージしながら制作できるよう，写真を準備し

たり，「○○さんは読めるかな」と問い掛けたりした。また，ペアで相談や役割分担をしながら取り組め

るように，教師が伝え方を例示したり，児童同士をつないだりした。 

協議では，「友達同士で課題に向かう姿」や「自分の思いや気付きを表現する姿」につながるねらいや

仕掛けについて，効果的だった手立てや改善点について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○秋田や仙台に詳しい人へのインタビュー 

見たり，聞いたりして調べる経験を重ね，人とのつながりを広げる。 

 

○ペアでの相談活動 

                 自分の思いを伝えるための伝え方や話し方を身に付けられるようにする。    

 

○気付きを記録する活動 

           友達と共有したり，振り返ったりして，気付きを周囲に伝える。 

 

 

 

 

 

 

○体験活動 

 

 

 

 

図４ アンケート 提示授業の様子 
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協議の概要を図５のようにまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議のまとめ】 

・話合い活動の中で，児童の思いや気付きを教師が視覚化したり，言語化したりしながら仲介する。 

・教師の言葉掛けの量や児童の配置の工夫を通して，教師の介入を減らしていく。 

・自分たちで選んだり，決定したりする経験を積み重ねていく。 

・児童の思考を促す活動を設定し，選んだり，言語化したりできるようにする。 

・活動の絞り込みやペアの検討，主となる活動を焦点化していく。 

 

【講評より】 

 

秋田大学 准教授 

鈴木 徹先生 

 うまくいかない経験が気付きへとつながる。うまくいかなかったことから何

を学ぶのか，学習を展開していくことが大切である。 

 相談とは自分が主体となって行うものであるため，受け身での関わりが多い

児童同士では，相談に発展することは難しい。主体的なコミュニケーションを

とれる状況を自然に，日常的に作っていくことで，相談するという活動につな

がっていく。 

県総合教育センター 

指導主事 

進藤 拓歩先生 

 活動の中で，抽象的なことを具体的にしていく必要がある。「おすすめ」や

「相手の立場に立って考える」ことは難しいことではあるが，具体的な体験を

することで分かりやすくなる。また，制作と相談を同じ活動の中で行うことは

複雑に感じる。相談する場面と制作する場面を分けたり，友達と関わらないと

解決できない課題を設定したりするなどの工夫が考えられる。 

 小学部段階においてインタビューやアンケートの活動を行う場合は，国語科

を要として，言語能力の育成や言語活動として取り扱っていけるとよい。 

図５ 全校授業研究会の協議記録 

具体的な 
話型の提示 
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（２）わかば学級（３・４年生） 

「スイーツわかば～ふたば・あおばのともだちとスイーツパーティー～」（公開研究協議会：12月） 

①単元の概要 

 わかば学級の児童は，「料理をしたい」「友達や教師と仲良くしたい」「野菜を育てたい」といった思い

がある。「わかはとモデル」の視点で児童の姿を捉え直すと，自分の気持ちや思いをうまく伝えることが

難しかったり，初めての活動や苦手な活動に対して消極的な姿が見られたりする一方で，友達や身近な

教師への関心が高まっている。そこで，調理やお客さんの招待に向けた活動等を通して，同じ目的に向

かって活動する楽しさを味わい，自分から活動に向かったり，積極的に周囲の人と関わろうとしたりす

る態度を育みたいと考え，「スイーツわかば」の単元を計画した。 

 単元構想検討会では，児童の思いが充実するよう，招待する相手を変えて，前単元での学びを生かし

た活動を設定することや，児童の心が動く経験を重ねること，振り返りの内容を視覚的に残していくこ

と，などの意見が出された。また，研究協力者の鈴木徹先生から，児童が「こうしたい」という思いを

出せるように，様々な経験を積み重ねること，意思を表出していけるような支援を行うことを助言して

いただいた。 

②授業の概要 

「スイーツわかば」では，ミルクプリンやカップケーキなどの簡単なスイーツづくりに取り組んでき

た。単元の終末に保護者や身近な教師を招いたパーティーを行うことで，人に喜んでもらう経験や友達

と共に活動する心地よさを味わうことができた。「～ふたば・あおばのともだちとスイーツパーティー

～」では，自分たちで栽培したさつまいもを使ったスイートポテトの調理を行うパーティーを計画した。

事前準備として，レシピの検討と招待状作り，レシピ動画作りに取り組んだ。自分の思いや気持ちを伝

えながら関わったり，児童の「やってみたい」「こうしたい」という思いにつなげたりするために，次の

ような仕掛けを考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 公開研究協議会より 

③公開研究協議会より 

提示授業では，パーティーで行う調理で活用するレシピ動画の制作

に取り組んだ。「ポイントグループ」と「作り方グループ」に分かれ，

「(動きを)大きく」「ゆっくり(話す)」「一緒に(考える)」を制作のポ

イントとして示した。撮影した動画を振り返る際には，教師が思いを

補足して言語化したり，選択肢となるイラストを提示したりしながら，

話合いのコーディネートをした。 

協議では，児童の思いに迫るために必要な資質・能力の妥当性につい

て検討し，活動や手立ての工夫について協議した。制作のポイントに基

づいて児童が自分の学習を振り返る姿や友達の意見に反応を示す姿，

活動への興味・関心を示す姿から今後の学びの方向性について活発な

意見交換が行われた。 

 

 

 

提示授業での様子 

小学部の友達を招待する活動 

 

 

 

 

 

・喜んでもらう経験を重ねると

ともに，ゴールを意識する。 

気持ちの代弁・言語化 

 

 

 

 

 

・自分の思いに気付き，気持

ちの表現方法を知る 

ペアやグループの工夫 

 

 

 

 

 

・安心して気持ちを伝えたり，相

手の意見に耳を傾けたりする。 
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協議の概要を図６のようにまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議のまとめ】 

○相手を意識できるような工夫 

・招待する相手をよく知る教師からアドバイスをもらい，改善のポイントとする。 

・一緒に活動したり関わったりする活動を設定し，相手のことを知る機会とする。 

・相手意識をもつ基盤として，自分たちが十分に楽しむ経験が必要となる。 

○意欲を高める関わりや繰り返しの活動設定 

・招待した人たちに喜んでもらえたという達成感や一緒に活動することの楽しさを感じることの積み重 

ねが「いろんな人とスイーツパーティーをしたい」「よりよいものを作りたい」につながる。 

・自分たちで選択・決定したり，「こうしてみたい」と思ったりした活動であれば意欲は継続するのでは 

ないか。 

・モチベーションを上げる言葉掛けや関わり，掲示など学習外の場面における手立てが期待感や意欲に 

つながるのではないか。 

○豊かな表現を身に付けるために 

・児童の発言に対して「何が」「どうして」「誰と」などの質問をすることで，考えを深める。 

【講評より】 

 

秋田大学 准教授 

鈴木 徹先生 

 学びにおいて習熟していく過程が次の思いにつながるため，子どもたちが

「うまくなっていること」を実感していくことが大切である。トライアンドエ

ラーを繰り返し，上達する過程で「次はこうしてみたい」という思いが膨らむ

ため，教師が教えすぎるのではなく，子どもが自由に試行錯誤できる柔軟な授

業構成も必要となる。 

県総合教育センター 

指導主事 

進藤 拓歩先生 

児童の言動をその子なりの「表現」として捉えることや，児童が抱く思いの

背景を探ることが大切である。その際には，教師の様々な解釈を合わせて考え

ることを大切にしてほしい。同様にキャリアノートについても，言語化するこ

とが難しい思いや文字だけでは伝わらないことを教師が解釈しようとするこ

とが大切である。 

図６ 公開研究協議会の協議記録 
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４ まとめ                                          

（１）研究の成果 

①児童の思いの膨らみにつながる振り返り活動の充実 

 児童との面談で大切にしたいことを学部職員で話し合い，児童が自分の頑張りや好きなことに気付け

るようにすること，普段の授業や単元終了後の振り返りを充実させることを共有し，授業づくりに取り

組んできた。児童が学びを実感できるように，写真などを活用しながら対話を通して振り返ったことで，

児童の発言が増え，「～が楽しかった」「次は～と一緒にやりたい」といった思いの膨らみにつながった。 

②育てたい資質・能力の焦点化 

 授業研究会では，授業で見られた児童の姿を取り上げ，「わかはとモデル」の視点で捉え直した。それ

を基に，単元を通して目指す姿や身に付けたい資質・能力の妥当性を検討した。例えば，「友達のアイデ

アを受け入れて活動する」ことをねらいとした動画の撮影で，友達と決めた動きとは異なる動きをして

いる姿を「自分のいろいろな動きを撮ってみて，確認しているのではないか」（「わかはとモデル」の試

す視点）と捉え直した。そこで，国語科の「経験したことや思ったことを言葉にして表現しようとする」

力を身に付けるとよいのではないか，と検討し，授業改善につなげた。また，写真を用いたエピソード

シートを活用し，毎週，児童の姿について教師間で気軽に話し合うことで，次の授業に向けたねらいや

改善案も話題にすることができた。これらの取組により，授業における児童の姿と授業が往還し，児童

の姿を根拠に，ねらいや身に付けたい資質・能力が焦点化されてきた。 

 

（２）課題と今後に向けて 

①児童の思いを把握するための対話の在り方について 

 児童との対話を大切に面談や振り返りを行ってきたが，実際に取り組んでみると，面談で児童が学習

したことを思い出すことや，年度初めのラポートが十分に築けていない状態で見取ることの難しさが

あった。児童が自分の学びを振り返り，思いを表出できるように，次のような改善案が挙げられた。 

・普段の授業で行った振り返り（写真，作文など）を蓄積し，面談の際に一緒に振り返るとよいのでは

ないか。 

・まずは，「生涯学習力」の基盤となる「わかはとモデル」の「好奇心」「興味・関心」「夢中」の視点を

大切に，言語化したり，共感したりして思いを膨らませていくことが大切ではないか。 

・小学部段階では，保護者からの情報も有用である。保護者面談で得た情報を基に視覚的ツールを準備

して児童との面談をするなど，面談の時期を柔軟に設定できるとよい。 

 また，面談での見取りを基に掲示した児童の「思いシート」についても，児童が自分事として捉えら

れるように，教師と児童が対話をしながら一緒に作成することや，友達の思いに気付けるように，学級

通信などを活用して保護者も巻き込んでいくことなどの改善案が挙げられた。 

②「生涯学習力」の素地を養うために 

小学部は，「生涯学習力」の素地を育む段階である。令和３年度，４年度の小学部研究では，「エンジ

ョイタイム（※）」の実践で幅広い題材を設定したり，児童が素材にじっくり向き合う時間を確保したり

したことで，「生涯学習力」の素地となる「好奇心」や「興味・関心」，「夢中」の要素の膨らみを見取る

ことができた。これまで，児童の思いを基点にした「わかはとシステム」を活用した授業づくりを行っ

てきたが，児童の思いや願いの幅が狭く，芽生えの段階であることから，幅広い内容を取り上げる難し

さがあった。児童の思いが充実するとともに，興味・関心が広がるような単元設定や教育課程の編成を

検討していきたい。 

※「エンジョイタイム」安心できる環境において，自分の得意な関わり方で，ヒト・モノ・コトに関わ

る経験を積み重ね，「生涯学習力」の素地を育む時間。興味・関心を広げたり，深めたりすること，

自分の好きなモノやコトを知ることが，主なねらいである。 

 

 

12



＜資料１＞ 
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＜資料２＞ 

エピソードシート 
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中学部 授業づくりの実際 

１ はじめに                                         

（１）昨年度の取組より 

昨年度，生徒の夢や願いをより確実に授業に反映し，生き生きと学校生活を送ることを目指し，「私の

応援計画」の作成や活用をした丁寧な授業づくりに取り組んだ。また，「わかはとモデル」を活用して生

徒の学びを見取り，生徒の内面に関わる考察や解釈を教師同士で述べ合う授業研究会等を重ねたことで，

授業改善につなげるとともに生涯学習力の高まりを実感した。 

同時に「わかはとモデル」が生徒の今と将来（夢）をつなぐツールであるという認識を共有すること

ができた。一方で，教師一人一人が「生涯学習力」をどのように捉え，中学部段階で生徒がどのような

姿を目指すのかを，今一度共有し，同じ目線で指導する必要性を感じた。また「何を学び。何ができる

ようになったか」「次はこうしたい」というような，生徒自身が学びを実感し，学びをつなぐためのめあ

ての設定や振り返りの在り方については，改めて授業実践を通して追求していくことを確認した。 

今年度，研究主題にも掲げられる「わかはとシステム」の活用のため，授業づくりにおけるＡＰＤＣ

Ａサイクルの一つ一つの取り組みをより充実，かつ効果的なものにするために必要なポイントを中学部

の実践を通して明らかにすることとした。 

 

（２）本年度の研究 

 上記の取組を受けて，本年度は次の４点を中学部研究の中心に据えた。 

 ①学部として高めたい「生涯学習力」の共有 

 ②「私の応援計画」を反映した授業づくり 

 ③生徒にとって「実感」のある振り返り 

 ④エピソードの蓄積と「わかはとモデル」を活用した見取り 

 中学部の実情に沿い，より成果を上げられる「わかはとシステム」の活用の在り方を探るために，① 

～④を関連させながら実践を重ねた。 

２ 研究の実際                                          

（１）学部として高めたい「生涯学習力」の共有 

   ４月の学部研究会で，中学部生徒に期待する姿をイメージすると共に，高めたい「生涯学習力」に 

ついて職員で検討した結果，次の４点にまとめられた。 

  仲間と一緒に楽しむ            仲間と一緒にやってみようとする  

新しいことが分かる，できる喜びを感じる  感謝される喜びを感じる 

  これらの姿に導く授業とするために，昨年度までの授業実践の成果を踏まえながら，中学部で目指 

す授業像として再編成し，共通理解を図った（図１）。 

   

 

 

 

 

 

 

 

再
編
成 

 中学部で高めたい「生涯学習力」とは 

仲間と一緒に

楽しむ 

仲間と一緒に 

やってみようとする 

新しいことが「分か

る」喜びを感じる 

感謝される喜び

を感じる 

中学部が目指す授業像 

みんなで目指す明確なゴール 

仲間との課題解決場面の設定 

発展性のある単元構成 

振り返りの充実 

図１ 中学部が目指す授業像 
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（２）「私の応援計画」を反映した授業づくり 

  生徒の夢や願いは，学級担任との面談を通して言語化され「ゆめシート」に記される。これに保護

者や教師の願いを踏まえ，教育的ニーズを明らかにしたものが「私の応援計画」であり，本人を含む

関係者がツールとして活用している。学校においては「個別の指導計画」を基に行われる教育活動全

体の根拠となるものとして重要な位置付けを担っている。中学部研究では，昨年度生徒の夢や願いが

「私の応援計画」や「個別の指導計画」へ反映され，授業づくりに生かされているか，その整合性や

妥当性のチェックを実践の一つとした。こうした取組を今年度も継続すると共に，生徒との面談の在

り方に着目し検討を行うなど，より生徒の目指す姿に迫るＡＰＤＣＡサイクルによる授業づくりを目

指した。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

生徒との面談 
①面談の在り方についての意見交換（職員研修） 

年３回行われる生徒との面談の進め方や,発問の仕方など話し合っ

た。「わかはとモデルと関連付けた面談の実施の仕方」「生徒の声をより

具体的に引き出すための発問」「各学年における発達段階に応じた内容

の設定」など,テーマを掲げて協議し,面談における留意事項の共有を図

った（図２）。 

  

中学部が目指す授業像（前述） 

【明確なゴール】【仲間との課題解決】【発展性のある単元構成】【振り返りの充実】 

授業実践 

学びの見取り 

③学びの見取り 

単元終了後,生徒の学習の様子（行動・発言などの事実）を挙げ,「わ

かはとモデル」の視点で生涯学習力の高まりについて,授業者間または,

学部研究会等の場で教師それぞれの解釈を語り合った。これらを学年に

応じたシート等に記録し（エピソードの蓄積）,次の単元や他教科・領域

の授業等に生かした（図４）。 

 

単元検討 
②単元検討（つながりミーティング,単元検討会） 

全学部の職員から,縦割りでグループ編成し,取り扱う単元や単元の

もつ可能性などについて検討する「つながりミーティング」を実施して

いる。単元の発展性や交流機会の模索,学部間のつながりなどの意識が

高まる機会として,授業づくりにおいて重要な役割を担っている。また,

学部研究会で年間指導計画を見合い,各学年の単元構成についての共有

に加え,学年を超えた活動の可能性などについて協議した（図３）。 
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（３）生徒にとって「実感」のある振り返り 

   生徒が学びに手応えを感じ，「もっとやりたい」「次はこうしたい」という学習意欲につなげられ 

るように，授業または単元ごとの振り返り活動の充実を図った。ワークシートや動画視聴など，こ 

れまで活用されていた手法の効果を共有しつつ，「ロイロノート・スクール」をはじめとした新たな 

手法がもたらす成果や課題について，実践を通して確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）エピソードの蓄積と「わかはとモデル」を活用した見取り 

   生徒の行動や発言，制作物など授業時における事実から「わかはとモデル」の視点から生涯学習 

力の高まりを見取り，次の授業への反映を図り，授業づくりのサイクルを繰り返した。 

   各学年で使用しやすいシートを作成し，授業及び単元終了のタイミングで見取り及び記録した。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談の在り方に関する協議より 

・「ゆめシート」の中心には,なりたい仕事が 

 記されることが多いが,仕事でなくてもよ

いのではないか。 

・学年によって質問するべき内容は変わって

くるのが普通ではないか。 

・「わかはとモデル」に沿った面談にする必要

はないか。 

・ 

「実感」のある振り返りのために使用した教材（左：ワークシート 中：話合いの記録  右：掲示用の記録） 

図２ 面談の在り方についての協議         図３ 単元検討で使用した単元配列表 

図４ 「わかはとモデル」の視点による見取り 

18



３ 授業の実際                                        

(１) 中学部３年 生活単元学習「中３ふしぎ発見～新作フライドポテトでおもてなし～」 

                                  （全校授業研究会：６月）

①単元の概要 

 昨年，中２のときの話合いで出た「ポテトが食べたい」という声をきっかけに，ジャガイモの栽培， 

レシピ調べや調理などの活動に取り組んできた。さらに，小中学部の仲間や地域のこども園の園児など， 

多くの人に振る舞った。今年度，修学旅行の機会に専門店を訪れ，味や店舗に関する取材をするなど「ホ 

ンモノ」に触れることを通して，より主体的に調理や接客に取り組む姿への変容が期待される単元であ 

る。前述の中学部が目指す授業像に沿いながら，授業づくりにおける留意点を具体化し，次のように示 

した（図５）。 

 

中学部が目指す授業像 留意事項 

みんなで目指す明確な

ゴール 

・修学旅行を中心とした学びを生かす一つの区切りとして，夏休み前に

自分たちの力で成し遂げる「おもてなし」の場を設定する。対象は中

学部の生徒と教師。 

仲間との課題解決場面

の設定 

・試食会やアンケートなどでより多くの人の声を集め，取り入れること

や改善することを話し合う活動を取り入れる。 

発展性のある単元構成 ・修学旅行で見聞きしたことを整理し，調理や接客の場で実行できる構

成とする。 

振り返りの充実 ・生徒の実態や活動内容に合わせた振り返り用のワークシートを用意す 

る。また，教室内にこれまでの授業の変遷を掲示し，取り組んできた

ことや今に至るまでの過程を必要な時に振り返る。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②全校授業研究会より 

この日は，校内の職員を招待しての試食会を開催。自分たちのポテト屋に付けるキャッチフレーズを 

決めるために，試食会でもらった感想などを視覚化し,思考する学習である。前時まで，自分たちが食べ

た感想から「おいしい」「カリカリ」「ほくほく」などのフレーズが挙がっていたが，お客役の職員から

出てきた言葉の中には，自分たちとは違うニュアンスの言葉もあり，新たな気付きと共に学びを得る機

会となった。協議及び指導助言の記録は次のとおりである（図６）。 

話合い活動 試食会の開催 

相手を意識した実際の場。 

お客さんの声がそのまま自

分たちの評価に。 

自分の考えを話す。友達

の意見を参考に考える。 

  修学旅行で本物（専門店）に触れる 

実際のお店で見聞きして,自分たちに取り入

れたいものを取材 

発展性のある単元構成 仲間との課題解決場面 みんなで目指す明確なゴール 

図５ 中学部が目指す授業像に沿った単元の展開 
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  【講評から】 

秋田大学 教職大学院 

教授 藤井 慶博 先生 

 

 

単元が計画的，継続的に構成されている。 子どもたちにとって 

「ポテト」という題材が学校生活のテーマ，自分の学びのテーマと

なっていた。 

修学旅行で「専門店を巡ろう」と言い出したのは生徒なのかどうか。 

「こうしたい」「だから調べたい」「どう調べたらよいか」という声が

生徒から出てくるようであれば，授業はさらに深まっていく。 

単元終了後，生徒自身が「何が」「どのように」できるようになった 

かという成果を実感するために，どのような方法があるのか，授業者

の準備が大切である。 

 

秋田県総合教育センター

主任指導主事 

島津 憲司 先生 

「わかはとモデル」の視点のみに力点を置くあまり，生活単元学習 

の特徴の一つである「集団で学ぶ」良さを失うことのないよう『全員

でテーマを共有しているか』『テーマに沿った活動に共に取り組んで

いるか』などのポイントも押さえていきたい。 

生徒にも「わかはとモデル」の視点を分かりやすい言葉で押さえら 

れたら「生きる力」や「生涯学習力」の高まりにつながるのではない

か。 

 

 

 

図６ 全校授業研究会の協議記録 
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（２）中学部２年生 生活単元学習「開店！炎のパワー クレープ屋さん」（公開研究協議会：11月） 

①単元の概要 

昨年，自分たちで作ったかき氷やクレープを，教室の前を出店に

見立てた店舗を設置し，校内の児童生徒や職員に振る舞った。生徒

からは「自分の得意なことや経験したことを生かしたい」「お店を

リニューアルしたい」「新しいことに挑戦したい」という声が上が

った。また，保護者からは「自分の思いを伝えられるようになって

ほしい」「一人でできることを増やしてほしい」などの要望が挙げ

られた。 

そこで今年度は，クレープ屋をテーブルと椅子席を用意した一室を店舗にしたカフェスタイルとして 

リニューアルし，接客時にお客さんの要望などを受けて判断，行動することが求められる状況を設定し

た。また，昨年経験したことを継続する内容や役割分担とし，教師主導型の授業から，生徒が自分たち

で考え，課題解決していく内容の設定とした。 

 

中学部が目指す授業像 留意事項 

みんなで目指す明確な

ゴール 

・全校児童生徒，職員を数回に分けて招待，開店する。昨年度お店に来

てくれた児童生徒，職員を再び招待することとし，ゴールまでの見通

しをもちやすいようにした。 

仲間と課題解決する場

面の設定 

・生徒が希望や得意なことを生かした役割分担を設定し，２～３人のグ

ループでの活動を授業の中心に据える。調理や接客，制作に関わる中

でお店に必要なことについて，協力が必要な場面を設定する。 

発展性のある単元構成 ・複数回開店する中で，自分たちで気付いたことや，お客さんのアンケ

ートなどから分かった課題を話し合い，よりよいお店となるような授

業を積み重ねていく。 

振り返りの充実 ・動画や写真で記録したものを毎時間の振り返りで活用する。 

・話合いの過程や内容を視覚化できる教材や場の設定に留意する。 

 

②公開研究協議会より 

 11月から 12月にかけて，クレープ屋を３回に渡って開店する計

画を立てた。本時は１回目の開店を終えた生徒が，反省点やお客さ

んのアンケートなどから明らかにした課題をどのような方法で解

決するのかを話し合う活動であった。 

 話し合って決めたことを，実行するサイクルを繰り返すことで

「自分たちのお店」という実感につながり，目的に向かって自分か

ら行動したり，仲間と協力したりする姿につなげることを目指し

ている。 

  授業後の分科会（協議）では，話合いの過程が視覚化されてい 

た点や，話し合った内容を実際の場で試行する環境が効果的であった点，一方で「話し合った結果がど

うであったか」を翌週お店の開店した後に検証することが，生徒が自分たちで話し合ったことの評価に

つながることなどの提案がなされた。 

クレープ屋開店時の様子 

開店に向けた話合い活動の様子 
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【講評から】 

秋田大学大学院 

教授 藤井 慶博 先生 

 

 

教材（話合いシート）の工夫により，生徒同士で課題解決できる状

況が成立していた。 

記録することや推論することの弱さのある生徒の特性を，具体物の

操作や実際場面を想定した場が設定されていることで補っている。 

「わかはとシステム」の意味や，「わかはとシステム」が生涯学習と

の関連で目指すものを，子どもの姿を通して明らかにしていきたい。 

 

秋田県総合教育センター

主任指導主事 

島津 憲司 先生 

お客さんのことを思っての話合いであったが，自分たちにとってど

うなのか，「こんなお店にしたい」に近付けたのか，という視点をもっ

ても良い。 

話合い活動の性質上，教師の役割が重要になる。生徒同士またはグル

ープ間の仲介，思考の整理や修正など教師の働きかけに重要な意味合

いをもつ。 

「わかはとモデル」の活用によって見取ったことが，指導計画に反映

されている。他者理解，自己理解の要素を含む授業である。 

 

図７ 全校授業研究会の協議記録 
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４ まとめ                                          

（１）研究の成果 

①生徒の変容から 

自分から行動したり，自分の考えを話したりできるようになっただけでなく，苦手な部分は友達同士

で補い合い，集団の力で成し遂げられる場面が増えた。 

発展しながら繰り返す単元設定から，生徒自身が「以前の自分と今の自分」を比較し，成長や学びを

実感したり，適切な自己評価をしたりする姿につながった。 

「誰かのために」という目的が生徒にとって分かりやすく，仲間同士で試行錯誤し，最終的に感謝さ

れる成功経験を積み重ねたことが，多少の困難にも集団の力で解決しようとする姿に結び付いた。 

  

②生徒の思いを大切にした授業づくり 

「わかはとモデル」の視点による見取りに加え，面談の在り方についての意見交換など，生徒との対

話をより大切にしながら，授業づくりに臨む教師の基本姿勢が定着した。生徒の行動や発言に至る要因

や背景に着目した考察を繰り返したことにより，教師による生徒自身へのフィードバック（意味付け，

価値付け）のタイミングや内容も充実した。こうした取組により，生徒の思いがより授業に反映され，

「できた」「またやりたい」実感につながったと考える。 

  

③生徒にとって「実感」の伴う学び 

『中学部が目指す授業像』に沿った授業づくりによって，単元終了後の生徒から「自分の頑張り」だ

けではなく，「友達とのエピソード」「今後自分（たち）が取り組みたいこと」など，幅広い内容の感想

や手応えなど，具体的な発言や記述がみられるようになった。 

教師の評価，生徒同士の評価によって，自分の行動や発言が周囲に

良い影響を与えたことに気付き，学習意欲の向上や肯定的な自己評価

などにつながった。 

授業や単元の振り返りを学年の実情に応じて工夫し，授業研究会な

どを通して改善したことから，「学びの履歴」の視覚化が図られた。生

徒自身が自分の成長を常時振り返ったり，確認したりできる環境が整

備された。 

 

（２）今後に向けて 

①育成を目指す資質・能力と生涯学習力との関連 

 生活単元学習を中心とした授業および研究実践により，生徒の「生涯学習力」の高まりを見取り，授 

業づくりに反映することができた。これまでの研究の成果を踏まえつつ，中学部が目指す授業像を設定 

するなど，学部としての方向性を共有しながらの実践が実現した。 

 本研究を推進する中で，「育成を目指す資質・能力」と「生涯学習力」との関係性について，整理する 

ことで，本校の授業実践や「わかはとシステム」が目指すものがより明確になると考える。 

 

②生徒と共有する「わかはとモデル」 

 生徒との面談の在り方について意見交換し，より生徒の声を引き出すための発問の仕方などについ 

て，教師自身の学びにもつながった。その中で，生涯学習力を見取る視点として活用している「わか 

振り返りの充実 

（友達の良かった点の記入） 
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はとモデル」を，生徒と共有することはできないか，いう意見も上がった。「わかはとモデル」を，生 

徒の夢や願いと「今」をつなぐツールとして，面談等での活用により，一層の生涯学習力の高まりが 

期待できるのでは，というものである。「わかはとモデル」が果たす役割や活用の仕方等に関して，過 

年度研究においても検討と改定が重ねられてきたが，この点についても次年度以降の全体研究との関 

連の中で議論を要する。 
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開店！炎の中2〇〇屋さん⇒〇〇の部分は生徒による話し合いで決定（招待するお客さんの対象なども）

「わかはとシステム」による授業づくり

昨年「屋台スタイル」で開店したかき氷屋、クレープ屋をテーブルと椅子席を用意した一室を店舗にしたカ

フェスタイルとしてリニューアルする。基本的な接客やスムーズな品物の提供が求められる状況を設定する。

関連する主な教科等 国語科　社会科　美術科　職業・家庭科

生活単元学習 開店！　炎のパワー　かき氷屋さん

【知・技】

【思・判・表】

【学・人】

お店を開店するまでに必要な準備、よりよい調理や基本的な接客の仕方が分かる。

開店準備や接客を通して、自分の考えを伝えたり、相手の意見を受け入れたりしながら活動する。

自分や友達の活動の様子を認め合い、得意なことに進んで取り組んだり初めてのことにも取り組もうとしたりする。

子どもの夢・願い (私の応援計画)

自分の得意なことや経験したことを生かしたい。お店に全校のみんなを招待したい。

お店をリニューアルしたい。

教師が子どもに願う姿 保護者の思い

わかはとモデルの

視点

みんなで成し遂げる達成感を味わってほしい。

人との関わりの中で学んでほしい。

学んだことを様々な場で発揮してほしい。

生活に生かせる力を付けてほしい。

一人でできることを増やしてほしい。

自分の思いを伝えられるようになってほしい。

新しいことに挑戦したい。（でもちょっと不安）

人 人とつながる

情 情報を集める

試 試す

自 自分を知る

好 好奇心

興 興味・関心

夢 夢中

自分の考えや気付いたことを友達と伝え合いな

がら課題をクリアする。

人

教材やモデル（教師や友達の手本）を手掛かり

に新しいことに挑戦しようとする。

試

解決したいことを経験から考えたり、友達や教

師との関わりの中で明らかにしたりする。

情

自分の取組を振り返ったり、仲間同士の良い点

を認め合ったりする中で自分や友達の良さに気

付く。

自

つながりミーティング１

お客さんの対象を自分たちで決める。
人

お店の発展のために新たな課題設定を検討

する。

情

新たなメニューへの挑戦。自分たちで運営

するお店

試 自分たちがレベルアップしてきたことが実

感できる評価、振り返りの機会と充実

興

・経験を基にした話合いができそうなテーマ設定（グルーピングの工夫、人数調整にも留意）

・評価の充実（教師による称賛、お客さんからのコメント、振り返り＆生徒同士の評価）

＜資料１＞
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開店！炎のパワー  クレープ屋さん　 ・国語科（A聞くこと・話すこと

　中学部2段階イ～エ1段階オ）

・社会科（ア社会参加ときまり、

　中学部2段階ア）

・美術科（A表現2段階ア（ア））

・職業・家庭科

（職業B 情報機器の活用1段階アイ

　家庭ウ 調理の基礎アイ）

<ねらい>

・クレープ屋を開店するまでに必要な準備、調理方法や基本的な接客の仕方を覚えて、自分

　の役割に生かす。

・これまでの経験を基に、より良い調理や接客の仕方を考え、自分の意見を伝えたり、友達

　の意見を受け入れたりしながら活動する。

・自分や友達の活動の様子を認め合い、得意なことに進んで取り掛かったり、初めてのこと

　にも一人でまたは友達と一緒に取り組もうとする。

単元①②と同様の活動＋　メニューの考案・決定、招待状の作成、接客練習　他

<学習内容>

・調理器具の準備や場の設定　・クレープの調理　・チラシ制作・注文の聞き取り

・国語科（A聞くこと・話すこと

　中学部2段階イ～エ1段階オ）

・社会科（ア社会参加ときまり、

　中学部2段階ア）

・職業家庭科

（職業B 情報機器の活用1段階アイ

　家庭ウ　　 調理の基礎アイ）

開店！炎のパワー  かき氷屋さん ・国語科（A聞くこと・話すこと

　中学部2段階イ～エ1段階オ）

・社会科（ア社会参加ときまり、

　中学部2段階（ア））

・美術科（A表現2段階ア（ア））

・職業・家庭科

（職業B 情報機器の活用1段階アイ

　家庭ウ 調理の基礎アイ）

<ねらい>
・お店を開店するまでに必要な準備、よりよい調理や基本的な接客の仕方が分かる。

・開店準備や接客を通して、自分の考えを伝えたり、相手の意見を受け入れたりし

　ながら活動する。

・自分や友達の活動の様子を認め合い、得意なことに進んで取り組んだり初めての

　ことにも取り組もうとしたりする。

・開店に向けての話合い・複数回の開店（改善を重ねる）・調理、接客

<学習内容>

<学習内容>

開店！中２クレープ屋　～新入生を招待しよう～

<ねらい>

・昨年取り組んだ活動や役割を思い出し、できるだけ自分たちの力でお店を開店する。

・調理や接客を通して、友達やお客さんに必要な言葉を話したり、受け入れたりする。

・新入生に喜んでもらうことを意識して、みんなで協力して調理や接客を行う。

開店！炎のパワー　かき氷屋さん

指導計画と他教科等との関連

つながりミーティングⅡ

少人数学習の良さを生かした環境設定

（縦割り他学部との交流も視野に入れて）

人
小学部や高等部を関わる学習の設定

人

気持ちを表現する場の保証、振り返る場（客観

性、メタ認知）
自

・本格的な単元実施を前に、クラス内での活動グループを十分吟味する（検討）

・他学部の児童生徒をお客さんとして招待することは必須、機会があれば高等部に学ぶ

※対象生徒の変容や今後の目標設定等に関する情報交換
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 エピソードシート                          ＜資料２＞ 
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図１ Ｄスタディの学習について 

図２ 私の応援計画（高等部生徒用） 

高等部 授業づくりの実際 

１ 昨年度の研究から                                      

（１）「Ｄスタディ」における取組 

 高等部では，これまでの「生涯学習力」をテ

ーマとした研究を通して令和２年度に設定され

た授業である「Ｄスタディ」を研究対象として

実践を重ねてきた。Ｄスタディでは，生徒の思

いや願いを基に単元を構成し，問題発見，情報

収集，整理・分析，実行（やってみる）の探究

型のプロセスを繰り返すことで学びを深めてい

る（図１）。 

 これまでの研究から，「Ｄスタディ」の授業を

通して，生徒の興味関心を広げたり，意欲的に

学びに向かう姿を育てたりすることができてきた 

と考える。そこで，今年度も高等部では「Ｄスタディ」の授業を研究対象とすることとした。 

 

（２）昨年度の研究から 

 昨年度の研究では，生徒の思いや願いを大切にした授業づくりをすることで，生徒が学習内容の見通し

をもちやすくなり，安心感を持ちながら学習に臨むことができるようになった。 

 また，「わかはとモデル」の視点を活用した見取りを継続してきたことで，職員に見取り方が定着して

きた。 

 一方で，指導者のツールである「わかはとモデル」と，当事者のツールである「私の応援計画」を関連

させ，相互に効果をもたらす結び付け方について，さらに検討する必要が感じられた。 

 

２ 研究の内容及び方法                                     

（１）「私の応援計画」を反映した授業づくり 

 本校では，本人主体の個別の教育支援計画であ

る「私の応援計画（高等部生徒用）」（図２）を作

成している。その中で，作成や評価の過程で教師

が生徒と面談し，本人の思い，願いを聞き取るこ

とを大切にしている。今年度は生徒との面談の際

に，「わかはとモデル」の視点で振り返る機会も

設けた。「わかはとモデル」をイラスト化した

「面談シート」（図３）を活用し，教師と生徒が

一緒に「わかはとモデル」の視点を生かしなが

ら，日々の生活について考えることとした。 

 

（２）エピソードシートの作成 

今年度「Ｄスタディ」のグループごとにエピソードシートを作成した。グループ全員分の記入枠を準備

し，「Ｄスタディ」の授業で見られた様子，その他の授業で見られた様子，家庭や地域生活で見られた様
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図４ 私の応援計画（社会人用） 

図３ 面談シートの一例 

子を記録した。生徒の様子を「わか

はとモデル」で見取り，生徒の言葉

や行動，写真などを記録した。 

授業を提示した星グループと月グ

ループは，事例対象の生徒を決め

て，その生徒について記録したエピ

ソードから高等部職員でさらに見取

りを行った。 

 

（３）「私の応援計画（社会人用）」

の試行 

 特別支援学校を卒業し，一般事業

所に就労している卒業生を対象に「個別 

移行支援計画」を作成する。「個別移行支援計画」の作成については，「これらの機関を機能的に結び付け

る実践は未だ手探りの状態が続いており，依然として障害のある子どもやその保護者にとって相談体制や

情報提供が不十分であったり，切れ目のない支援体制の中で安心して一貫した療育・教育や就学支援を受

ける状況まで至っていなかったりするのが現状である」（岩本，小久保，小屋敷，奥2022）と言及されてい

るように，本人が活用する場面が少ないという課題が挙げられている。本校でも，「「個別移行支援計画」を

作成するものの，本人が活用するまでに至っておらず，「私の応援計画（高等部生徒用）」のように本人の

思いや願いを基にした「個別移行支援計画」の作成が望ましいという声が挙がっている。 

そこで，今年度は「私の応援計画（社会人用）」（図４）を作成し，本人の思いや願いを基に卒業後の生

活について考える機会を設けることとした。記入する項目は働き方，暮らし方，楽しみ方の三つである。

３年後に目指す姿のほか，一年ごとの目標や支援してほしいこと，振り返りなどを記入できるようにし

た。令和５年度に本校を卒業し，一般就労した３名を対象に試行することとした。 
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授業のまとめに動画を撮影する様子 

３ 授業の実際                                         

（１）星グループ「発見★チャンネル〜ボウリングの楽しさ〜」（全校授業研究会：７月） 

①単元の概要 

 星グループでは，４月に「Ｄスタディでやってみたいことラン

キング」を一人一人作成し，友達と一緒に学びたいことについて

意見を出し合った。本グループの生徒は「友達と楽しいことをし

たい」「体を動かす活動をしたい」「バスに乗って出掛けたい」と

いった思いを抱いていることから，ランキングの結果を基に，ボ

ウリングを活動の中心に設定した。 

 また，動画視聴を趣味とする生徒が多く，動画作成に興味をも

つ生徒もいることから，授業の終わりに簡単な動画撮影の活動を設定した。１時間の構成を①動画視聴（前

時の振り返り） 

→②本時の活動→③本時のまとめ→④動画撮影(本時のまとめと

次時の導入として)という流れで繰り返し，学習を積み重ねた。 

 星グループの生徒は，小学部から本校に在籍する生徒が多く，

中学部から入学した生徒，高等部から入学した生徒が数名いる。

小学部から入学した生徒は，友達と一緒に活動に取り組む楽しさ

や，協力して何かを成し遂げる喜びを味わう経験を重ねてきた一

方で，休日に友達と出掛けたり一人で外出したりという経験は少 

ない。高等部から入学した生徒は，休日に友達と出かける経験 

を重ねている一方，校内でリーダー的な役割を果たしたり，友 

達と協力して取り組んだりする経験は少ない。 

つながりミーティングⅠでは，生徒のやってみたいこと，誰かが経験したことにみんなで取り組むこと

で，「やってみたら楽しい」「行ってみたら楽しい」という経験を重ねることを目指すことを確認した。 

②授業の概要 

 「発見★チャンネル～ボウリングの楽しさ～」の授業では，校外学習でボウリング場へ行くために，地

域のボウリング場について調べ学習をした。実際にボウリングを経験した後は，校内に「スターボウリン

グ」を開店するための準備をしたり相談をしたりした。模擬ボウリング場を作って友達を招待した後には

アンケートをとり，回答から良かった点や改善点などについて検討，改善をする時間を設けた。 

③全校授業研究会より 

提示授業では，「「ストライクを出したい人」や「思った通りに転がらないことを楽しみたい人」が楽しめ

るボールを考え，選ぶ活動を行った。地域のボウリング場でボウリングを体験した際に，ストライクやス

ペアを出すことを楽しんだ生徒がいた一方で，ガターやボールが思い通りに転がらないことを楽しむ生徒

がいた。様々な楽しみ方ができるように，複数のボールを準備することにした。 

一人２回ずつボールを転がし，大きさ，重さ，転がり方，手触りの観点でボールを比べることができる

ように，板書でそれらの言葉を示した。ボールを転がしてからは二つのグループに分かれて，「「ストライク

ボール」「ガタガタボール」に合うボールを選び，理由も含めて意見を紹介しあった。 

授業後の協議会では，以下のような意見が出された（図５）。 

 

ボウリングを体験する様子 
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【講評より】 

 

【講評より】 

 

（２）月グループ「災害×サバイバル～命を守るために～」（公開事前研～公開研） 

①単元の概要 

 月グループでは，卒業後の生活を想像して「夢や希望」，「できるようになりたいこと」，「心配なこと，

不安なこと」について生徒同士で意見を出し合い，学びたい内容を考えた。授業ではロイロノートを活用

し，生徒が個人のタブレット型端末から考えを入力したり，画像を添付したりするなどした。帰宅してか

らもロイロノート・スクールに入力することができるため，宿題や家庭での調べ学習にも活用した。 

 「「どんな人でも楽しめるスポーツ」について学ぶ単元では，「「体を動かしたい」という生徒の思いと，「「楽

秋田大学教育文化学部 

講師 

能田 昴 先生 

 楽しさを伝えることが目的の授業だった。実際のスコアに加えて，楽

しんだスコア（実際のスコアには比例しないもの）のようなものを導入

しても面白いのではないか。健康，運動，余暇などの視点から考えても，

ボウリングという題材が良かった。 

まだ慣れていない（関係が出来上がっていない）グループでの活動だ

った。「気持ちを伝えたい人がいる」「相手のことを想起させながらモチ

ベーションを高めていく」ことが大切である。今回の学習を，他の公共

施設や資源の利用，余暇活動等に般化させていけると良い。 

秋田県立支援学校 

天王みどり学園 

教諭（兼）教育専門監 

小野 直子 先生 

 「ルールや楽しみ方を知る」という目標は，小学部段階や中学部段階

でも成立する。あえて高等部段階でこのようにねらいを設定した背景に

は，教師のいろいろな思いがあるのではないか。学ぶ内容として，ボウ

リング場（遊戯場）の使い方，年齢層，療育手帳の扱いなど，広く捉え

るのはどうか。 

 いろいろな人が楽しむのもいいが，ストライクを出すと画面が変わる

などの，現地ならではの楽しさや演出を授業に盛り込んでも面白いので

はないかと感じた。 

図５ 全校授業研究会の協議記録 
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大学で講義を受ける様子 

グループで相談する様子 

に痩せたい（たくさん体を動かすことは苦手）」という生徒の思い

から，ニュースポーツについて調べたり体験したりする学習を重

ねた。 

 「「 を守る」方法について学ぶ単元では，「「災害が発生した時に

どのような行動をとればいいか」「家族を守ることができるか」な

どの生徒の思いから，非常時を想定し，その場合の対応について考

えたことを伝え合ったり，専門家から情報収集したりした。 

②授業の概要 

テレビ等で様々な災害の報道を見たり，一昨年の豪雨被害を目 

の当たりにしたりし，災害は生徒にとって関心のあるテーマの一 

つである。災害が起こったときにどうすれば自分の身を守ること

ができるか，家族の を助けられるかということを考えた。専門家

から教えてもらうために，秋田大学の能田昴先生から講義を受け

たり，秋田市総合防災訓練に参加したりした。 

起こり得る災害の種類は多く，非常用持ち出し袋を用意するた

めに，必要なものを取捨選択する活動を繰り返した。「「明かり，睡

眠，情報，衛生面・けが・感染症，食べ物・水分，気候，ストレス，

プライバシー」の項目について対処法を考えた。 

③公開研究協議会より 

 公開授業研究会では，清潔と健康をテーマに授業を提示した。前時までに学んだ骨折と出血の応急手当

ての方法をグループごとに紹介するために，役割分担や説明の順番の相談をして取り組んだ。それぞれの

グループの発表を見合い，感想や質問を伝え合った。 

 グループごとに非常用持ち出し袋に入れたら良いものを考えた後に，「「自分だったら」という視点で考え

る時間を設けた。 

 授業後の研究協議会では，以下のような意見が出された（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 公開研究協議会の協議記録 
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サークルグループの様子 

【講評から】 

 

（３）秋田大学キャンパスツアー 

①目的 

 昨年度から，秋田大学の授業や施設を高等部の生徒全員が見学するキャンパスツアーを実施している。

在学中から大学を訪問し，施設や雰囲気を知っておくことで，卒業後の学びの場の選択肢になり得るので

はないかと考え，企画された。 

 教育文化学部に在籍する教員志望の大学生が企画，運営に携わっている。 

②当日の活動より 

 当日は，秋田大学

教育文化学部講師の

能田昴先生から北欧

の国に関する講義を

受けた。昨年度は大

学生が受けている講

義の様子を参観する

のみであったが，30

分ほどの講義を受け

た。 

 次に大学生の生活を体験する目的で，おしゃれグループとサー

クルグループに分かれて活動をした。 

 おしゃれグループでは，大学生が毎日私服で登下校することか

ら，服選びの理由やこだわりのポイントなどを紹介し合った。そ

の後，ヘアセットやネイル，メイクをしてもらう時間も設けられ

た。 

 サークルグループでは，二つのサークルを体験した。一つ目は

よさこいサークル，二つ目はハンドボール部である。大学内の体

育館を利用し，踊りを見学したりハンドボールを投げたりした。 

秋田大学教育文化学部 

講師 

能田 昴 先生 

 高等部の指導要領を見ると，「災害」の文言は少ない。今回のテーマは「清

潔と健康」ということであったが，非常時の健康には心の健康，メンタル

ヘルスを守ることも含まれる。今回の学びを月グループのみの学びで終わ

らせるのではなく，附属特別支援学校の児童生徒，教員，保護者，学校と

関係する人たちの文化としてどのように広げ，残していくことができるか

考えてほしい。 

秋田県立支援学校 

天王みどり学園 

教諭（兼）教育専門監 

小野 直子 先生 

 月グループの人たちは，一人で留守番をしたり，卒業後は自力で出勤し

たりと，一人で過ごす時間が多い人たちだと思う。今回の学びを通して災

害を自分事として捉えることで，実際に災害に遭った場合の行動が変わる

はず。 

対話を積み重ね，考えを伝え合うことで学びを深めてきた。今取り組ん

でいることが，卒業後に学んだり友達と過ごしたりする姿につながる。言

葉のやり取り，言葉をたくさん扱うということを引き続き大切にしてほし

い。 

講義を受ける様子 おしゃれグループの様子 
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図７ 私の応援計画（社会人用）評価後 

 今回のキャンパスツアーでは昨年度の実施内容を踏まえて，実際に授業を体験したり体育館を利用した

りするなど，秋田大学の施設利用の幅が広がった。生徒の振り返りからは「講義は難しかったけれど，ま

た受けてみたい」「今回はおしゃれグループで体験したので，今度はサークル活動も体験してみたい」な

どの意見が挙がった。 

 

４ まとめ                                           

（１）成果 

①生徒の思い，願いを基にした授業 

 「Ｄスタディ」の学習を通して，生徒の興味，関心の広がりが感じられた。生活に結び付いた題材や活

動だったため，休日や長期休業中に「こんなことをやってみた」と新たなことに挑戦する機会が増えてい

る。家庭生活，地域生活での変容が見えにくい生徒もいるが，「Ｄスタディ」に限らず様々な授業で「自

分でやってみようとする」「もっと知りたい」「学びたい」と，意欲的に取り組む姿が見られる。定期的に

学習内容を高等部の廊下に掲示することで，生徒同士が互いの学習内容に興味をもったり話題にしたり

と，学び合おうとする姿も見られた。 

 どの学習グループも，生徒の「やってみたい」「できるようになりたい」という思いを基に，単元計画

を立てた。学習を進める中で，商業施設や専門家などの地域資源を効果的に活用した。授業で利用した商

業施設に「休日出掛けてみたい」と話す生徒や，課題解決のために「専門家に聞けば教えてもらえる」と

考える生徒など，関係した地域資源が，生徒の生活を豊かにする選択肢の一つとなったと考えられる。 

②「私の応援計画（社会人用）」の試行 

 「私の応援計画（社会人用）」（図７）は年度途中に様式を決め，令和６年10月に本校の卒業生３名に

記入してもらった。令和７年１月に，目標の達成度や，次年度の目標について進路指導主事との面談を通

して考えた。今年度の目標を振り返った際に「この目標は高く設定しすぎたから」と，より具体的に実現

可能な目標を考える姿が見られた。 

 卒業生との振り返りの中で「自分の欲しいものを買うために，新幹線の切符を買って他県に出掛けてき

た」というエピソードがあった。この卒業生は在学中に「Ｄスタディ」の学習を通して，マップ機能の使

い方や情報の集め方などを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年間で

目指す姿 

卒業後１年目の目標を記入する 

評価を記入した後、次年度の取り

組むことを考え、記入する 

〈働き方〉について本人の

振り返りと職場からの評価

を記入する 

年度末までに評価を記入する 
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③生徒との面談における「わかはとモデル」の活用 

 「私の応援計画」の面談で，面談シートを活用する機会を設けた。昨年度の研究では，生徒が答えたこ

とや「私の応援計画」に記入した内容を教師が「わかはとモデル」の視点で見取っていた。今年度生徒と

の面談で「誰と協力したか（人と関わる）」「現場実習の作業内容は自分にとってどうだったか（自分を知

る）」など面談シートを使いながら話題にすることで，教師と生徒が同じ視点で考えることができた。ま

た，生徒が自身の変容を「わかはとモデル」の視点で振り返ることができたと感じる。 

 

（２）課題と今後へ向けて 

①エピソードシートの積み重ねと分析 

 エピソードシートの作成を進めたが，単元ごとに一人ずつ枠を設けて記録できるようにしたことで一人

一人の様子に注目できた一方で，記録する内容が絞りきれず，十分にエピソードを取り溜めることができ

なかった。記録する期間や内容，枠の形式など，さらに検討が必要であると感じた。 

②卒業生の生涯学習力の検証 

 昨年度のアンケート内容を分析した他，卒業生との面談を通して「私の応援計画（社会人用）」を作成し

た。今年度は作成と運用の施行に留まり，「「わかはとモデル」の視点で卒業生の現在の様子を見取るまでに

は至らなかった。 

 次年度からは，作成スケジュールを整え，計画的に面談する機会を設けたい。卒業生の勤務年数によっ

て必要な支援の機会も異なると考えられるため，面談の時期や「私の応援計画（社会人用）」の記入の時期

を計画的に設けていきたい。また，運用の中で「わかはとモデル」の視点で卒業生の姿を見取ることで，

卒業生の生涯学習力についても考察していきたい。 
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災害時の行動や生活について知ろう

「わかはとシステム」による授業づくり

生徒の関心が高い、災害時の生活や備えをテーマに学習を行う。実際に災害時の生活を想定した体験をしたり、非常持

ち出し袋の準備をしたりする活動を通して分かったことや気付いたことをまとめ、他者に伝えたり、自分の生活に生か

したりする。

関連する主な教科等 社会科、理科、国語科、保健体育科、職業科、家庭科

生活単元学習(Ｄスタディ) 災害×サバイバル　～命を守るために～

【知・技】

【思・判・表】

【学・人】

災害についての基本的な知識や災害時の行動について知る。

災害時の行動、備えについて話し合ったり、自分に合った方法を考え発表したりする。

主体的に命を守るための行動について考えたり、友達と協力して活動に取り組んだりする。

子どもの夢・願い (私の応援計画)

友達と出かけたい（外食・キャンプ・旅行）家事のスキルを身に付けたい

一人暮らしがしたい

教師が子どもに願う姿 保護者の思い

わかはとモデルの

視点

学習（活動）に楽しさや充実感を感じている姿

物事に興味をもち、主体的に行動しようとする姿

他者と協力して、問題解決する姿

規則正しい生活リズム、体力を付けてほしい

社会人としてのルールやマナーを身に付けてほしい

いろいろな経験、体験をしてほしい

体を動かしたい

人 人とつながる

情 情報を集める

試 試す

自 自分を知る

好 好奇心

興 興味・関心

夢 夢中

友達と協力したり、他者に協力を依頼したり

して課題解決しようとする。

人

調べて分かったことや、疑問に思ったことな

どを実際に試して、理解を深めようとする。

試

得意な方法で情報を収集し、課題解決に生かそ

うとする。

情

興味や関心の幅を広げ、自分の生活に生かそう

とする。

興

つながりミーティング１・Ⅱ

大学の先生から災害について聞く、地域の

防災フェアに参加する。

人
得意な方法で情報を集める。試して得られた

気付きを整理する。

情

情報を活用し、実際に災害時の生活を体験

する。

試
自分に合った災害時の行動や備えについて考

える。

自

・地域や専門機関等の活用（大学 生涯学習センター 秋田市総合防災訓練など）

・課題解決のプロセスを学ぶ ・個に返る学習活動にする ・学んだことを他者に伝える活動

＜資料１＞
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災害への備えの大切さや災害時の行動について伝えよう 【国語】Ａ聞くこと・話すこと
【社会】ウ我が国の国土の自然
　　　　　環境と国民生活
【理科】Ｂ地球・自然
【保健体育】I保健
【職業】Ｂ情報機器の活用
【家庭】Ｂ衣食住の生活

<ねらい>

・分かりやすい情報の伝え方を知る。（知・技）

・災害時の備えや行動に関して学んだことを自分の考えや感想を交えながら表

　やポスターにまとめたり、工夫して紹介したりする。（思・判・表）

・友達と協力して災害に備えることの大切さや自分たちが感じたことを他者に

　伝えようとする。（学・人）

これまでの学びを整理し、「防災フェア」としてワークショップを開催する。

<学習内容>

災害時の生活について調べたり、体験したりしながら、災害についての理解を深

める。

【国語】Ａ聞くこと・話すこと
【社会】ア社会参加ときまり
　　　　ウ我が国の国土の自然
　　　　　環境と国民生活
【理科】Ｂ地球・自然
【保健体育】I保健
【職業】Ｂ情報機器の活用
【家庭】Ｂ衣食住の生活

自分の非常用持ち出し袋を用意しよう 【国語】Ａ聞くこと・話すこと
【社会】ウ我が国の国土の自然
　　　　　環境と国民生活
【理科】Ｂ地球・自然
【保健体育】I保健
【職業】Ｂ情報機器の活用
【家庭】Ｂ衣食住の生活

<ねらい>

・非常持ち出し袋の必要性や基本的な中身、用途について知る。（知・技）

・これまでの学習や友達との話し合いをもとに考えた、マイ非常持ち出し袋に

　ついて、自分の考えを交えて紹介する。（思・判・表）

・自分の意見を話したり、友達の考えを聞いたりしながら、非常持ち出し袋の

　中身を選択する。（学・人）

前単元までの学びを基に、災害への備えについて考える。非常持ち出し袋につい

て学び、自分に必要な物が入った非常持ち出し袋を考える。

<学習内容>

<学習内容>

災害時の行動や生活について知ろう

<ねらい>

・災害の種類や状況、災害時の生活について知る。（知・技）

・災害時の行動や生活について、調べた情報や体験したことをもとに、友達と

　話し合ったり、自分に合った方法を考え発表したりする。（思・判・表）

・災害をイメージして、自分事として防災について学んだり、体験しようとし

　たりする。（学・人）

指導計画と他教科等との関連
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＜資料２＞ 
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第３章 アンケート調査の結果



3

0 代   3

名 

 

3

0 代   3

名 

 

アンケート調査の結果 

１ 障害福祉サービス事業所アンケートの結果 

（１）内容と方法 

①対象 

秋田市内障害福祉サービス事業所（70 箇所）管理者及びサービス管理責任者 

②調査時期 

令和６年７月～８月 

③調査方法 

「生涯にわたる豊かな学び」に関する選択回答と自由記述によるアンケート調査 

④調査内容・分析方法 

障害者の卒業後の学びについて，どの程度「重要」と認識しているか，どの程度「機会の提供」を

行っているか「重要である」「提供している」（５点），「やや重要である」「やや提供している」（４点），

「どちらともいえない」（３点），「あまり重要でない」「あまり提供していない」（２点），「重要でない」

「提供していない」（１点）の選択肢により回答を求め，平均値を比較した．平均値の比較に当たって

は，対応のある t 検定を用いた。検定ソフトは SPSSver.29 を使用し，統計学的有意はいずれも p 値

が.05 未満と定義した。また，自由記述による回答を KJ 法に準じて分析した。 

 

（２）結果 

回答率は 41.4％であった。 

①選択回答の結果 

各調査項目の回答は，以下の通りである。 

 

ア，性別 

 

 

 

 

 

イ，年齢 

平均年齢  49.63 歳 

  

30代  3名 

40代  7名 

50代 16名 

60代  1名 

 

 

 

年代

30代 40代 50代 60代
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ウ，支援経験年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ，事業所所属 

 

 

 

 

 

 

 

オ，「障害者の生涯学習」について知っているか？ 
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カ，どのような機会に「障害者の生涯学習」について聞くことがあったか？ 

（該当する項目，全てを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ，障害者の卒業後の学びについて，どの程度「重要」と認識しているか，どの程度「機

会の提供」を行っているか？ 
＊p＜.05  ＊＊p＜.01 
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②自由記述の結果 

自由記述による回答を KJ 法に準じて分析し，以下の表に示した。 

 

表１ 「障害者の生涯学習」のイメージ（ n = 47 ） 

推進のための必要な事項(25) 

支援体制の整備と情報の提供(7) 

人との関わりや経験の積み重ね(7) 

個々に合わせた配慮や選択肢の設定(5) 

楽しみながら学ぶこと(5) 

コミュニティの活用(1) 

生涯学習に対する認識(16) 

障害者の生涯学習の必要性(5) 

豊かな生活を送るため(4) 

本人の成長(4) 

余暇活動の充実(2) 

重度の障害者には不向き(1) 

具体的な内容(６) 

地域の中で過ごすための学習(2) 

アート教室(1) 

e-スポーツ(1) 

自然に触れ合う機会(1) 

レクリエーションなどの共同活動(1) 

 

 

 

表２ 障害者の生涯学習を進める上での課題（ n = 45 ） 

支援体制 

ソフト面(17) 

職員の専門性の不足(11) 

本人のニーズ(3) 

全職員の統一した支援(2) 

個々の評価基準の曖昧さ(1) 

支援体制 

ハード面(15) 

作業中心の日課による時間的制約(8) 

学びの機会の提供と継続(5) 

資金と物の不足(2) 

利用者の課題(13) 

興味の幅の広さと集中力(4) 

家庭環境(3) 

コミュニケーション(3) 

重度障害者の生涯学習の在り方(1) 

笑える生活を送ること(1) 

生涯学習への理解不足(1) 
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表３ 障害者が「生涯にわたって学び続ける」ために大切なこと（ n = 49 ） 

利用者自身の視点(23) 

生きがいや周囲の人と楽しさの共有(7) 

学びの選択肢の拡大(4) 

社会生活スキルの向上(3) 

情報の活用(3) 

地域社会とのつながり(3) 

経済的安定と家族亡き後の問題(2) 

様々な大人や経験に触れる機会(1) 

環境の整備(15) 

興味関心を広げる環境づくりや機会の提供(8) 

人材の確保と育成(3) 

生涯学習の更なる普及(3) 

特別支援学校の専攻科や大学部の新設(1) 

周囲の支援体制(11) 

関係機関等の支援体制(5) 

本人の思いに寄り添うこと(4) 

支援基準の明確化(1) 

移動手段(1) 

 

 

２ 保護者アンケートの結果 

（１）内容と方法 

①対象 

本校保護者 55 名（小学部：13 名，中学部：22 名，高等部：20 名） 

②調査時期 

令和５年 10 月～11 月 

③調査方法 

「生涯にわたる豊かな学び」に関する自由記述によるアンケート調査 

④調査内容・分析方法 

昨年度，家庭や地域での児童生徒の様子，要望などを知るために保護者に対してアンケート調査を

実施した。昨年度の調査研究では，全回答をテキストマイニング分析ツール「ユーザーローカル AI テ

キストマイニング」により分析した（秋田大学附属特別支援学校研究紀要.2024）。しかし，昨年度末

に挙げられた課題では，生涯学習力を見取る４つの視点（「わかはとモデル」）が卒業後にどのように

生かされ，広がっているのかを調査，分析，検証する必要があると指摘された。   

そのため本調査研究では，本校保護者に対するアンケート調査の再分析を通して，「生涯学習力」を

見取る視点として活用している「わかはとモデル」の有効性を検証するとともに，児童生徒が生涯に

わたって学び続けるための資質・能力を検討することを目的とした。なお，保護者は障害のある児童

生徒にとって学校段階はもとより，卒業後においても一番身近な理解者であり，重要な支援者の一人

であると考える。分析に当たっては，以下の２つの質問内容にした。 

質問１「生涯にわたって学び続けるために，特に大切だと考えること」 

質問２「学校での学びが他の場面に生かされていること」 

この２つの質問の自由記述による回答を KJ 法に準じて分析した。更に，小，中カテゴリーを基に

「わかはとモデル」の視点を参考に分類，整理，比較した。 
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（２）結果 

回答率は 87.3％であった。各質問の中カテゴリー化した分析結果を「わかはとモデル」の視点を参

考に分類した（表４，表５）。更に，質問１，質問２の中カテゴリーを「わかはとモデル」の視点を用

いて整理，比較したものを示した（表６）。 

 

 

表４ 生涯にわたって学び続けるために，特に大切だと考えること（ n ＝ 84 ） 

わかはとモデルの 

視点（参考） 
中カテゴリー 小カテゴリー 

好奇心，興味・関心， 

夢中(26) 

好奇心(11) 

 

チャレンジ精神(6) 

好奇心(2) 

本人の意欲(2) 

受け入れる柔軟性(1) 

興味・関心(10) 興味・関心をもつこと(7) 

好きな人，物事を見付け，持ち続ける(2) 

余暇をもつこと(1) 

夢中(5) 達成感を得ること(2) 

楽しんで続けられること(1) 

集中力を高めること(1) 

経験から楽しさや感じる力を身に付けること(1) 

人とつながる(22) 関わり(11) 人との関わりやつながり(9) 

社会とのつながり(1) 

事業所との連携(1) 

コミュニケーション

(8) 

コミュニケーション能力(3) 

意思や感謝の言葉の表出(3) 

挨拶(2) 

素直さ(3) 素直さ(3) 

環境(21) 周囲のサポート(10) 家族や周囲の理解と支援(8) 

支援機関(2) 

学ぶ環境(6) 学ぶきっかけ作り，機会(4) 

学び続けられる環境(2) 

本人・家族の健康(4) 本人の健康(3) 

家族の健康(1) 

賃金(1) 賃金(1) 

試す(6) 体験や行動(4) 体験すること(2) 

行動力(2) 

ＡＤＬの向上(2) ＡＤＬの向上(2) 

自分を知る(5) 内面の安定(4) 自己肯定感(2) 

できないと決めつけないこと(1) 

レジリエンス(1) 

自己理解(1) 自己理解(1) 

情報を集める(4) 経験の般化(3) 楽しく学べること(2) 

学びを生かすこと(1) 

情報収集(1) 情報収集(1) 
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表５ 学校での学びが他の場面に生かされていること（ n ＝ 66 ） 

わかはとモデルの 
視点（参考） 

中カテゴリー 小カテゴリー 

試す(28) 
 

家庭生活の充実(21) 
 

食事スキルの向上と手伝い(10) 

掃除の手伝いや清掃技術の向上(4) 

学習や部活の準備(4) 

自発的な家の手伝い(2) 

更衣，排泄などの日常生活動作の向上(1) 

地域生活の充実(4) 
 

公共機関や公共施設の利用(3) 

電子マネーを活用した買い物の機会の増加(1) 

その他(3) 
 

経験の拡大による活動の充実(2) 

運動の機会の設定(1) 
人とつながる(23) コミュニケーション能力

の向上(12) 
挨拶の定着(6) 
会話でのやりとりの向上(5) 
言葉の理解の向上(1) 

関わりの広がり(6) 自発的な関わりの向上(4) 
周囲への発信の増加(1) 
人との関わり方の理解(1) 

マナーや態度の向上(5) 集団でのルールの遵守(3) 
周囲への気配り(2) 

自分を知る(8) 見通し(3) 将来への見通し(2) 
時間を意識した行動(1) 

内面の安定(3) 経験の拡大による心の安定(2) 
自己肯定感の向上(1) 

自己理解の向上(2) 自己理解の深まり(1) 
働く意欲の向上(1) 

情報を集める(5) 情報収集(3) 情報収集(3) 
経験の般化(2) 確認動作の増加(1) 

やりたいことの計画(1) 
好奇心，興味・関心， 
夢中(2) 

興味・関心(1) 興味・関心(1) 
好奇心(1) 好奇心(1) 

 

 

表６ 質問１，質問２の中カテゴリーの抽出 

わかはとモデルの 
視点 

質問１ 
特に大切だと考えること（n＝84） 

質問２ 
学校での学びが他の場面に生かされ
ていること（n＝66） 

人とつながる 関わり(11) 
コミュニケーション(8) 
素直さ(3) 

関わりの広がり(6) 
コミュニケーション能力の向上(12) 
マナーや態度の向上(5) 

情報を集める 経験の般化(3) 
情報収集(1) 

経験の般化(2) 
情報収集(3) 

試す 体験や行動(4) 
ＡＤＬの向上(2) 

地域生活の充実(4) 
家庭生活の充実(21) 
その他(3) 

自分を知る 内面の安定(4) 
自己理解(1) 

内面の安定(3) 
自己理解の向上(2)  
見通し(3) 

好奇心，興味・関心， 
夢中 

好奇心(11) 
興味・関心(10) 
夢中(5) 

好奇心(1) 
興味・関心(1) 

（新たな視点） 
環境(21) 

周囲のサポート(10) 
学ぶ環境(6) 
本人・家族の健康(4) 
賃金(1) 
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３ アンケート調査結果の考察 

（１）障害福祉サービス事業所アンケートの結果の考察 

・障害者の卒業後の学びについて，「重要」と認識しているが，十分に「機会を提供」できていない

状況が推察された。 

・障害者の生涯学習について，支援体制の整備や情報の提供，人との関わりや経験の積み重ね等，

推進のための必要な事項をイメージしていた。また，障害者の生涯学習の必要性や豊かな生活を

送るため，本人の成長といった生涯学習に対する認識をイメージしていることが分かった。 

・障害者の生涯学習を進める上での課題として，職員の専門性の不足など支援体制のソフト面につ

いての課題や，作業中心の日課による時間的難しさといった，支援体制のハード面の課題がある

ことが示唆された。更に，支援体制だけでなく，利用者自身の課題があることが分かった。 

・生涯にわたって学び続けるためには，利用者自身の視点に合わせて，環境の整備や周囲の支援体

制が大切であることが推察された。 

 

（２）保護者アンケートの結果の考察 

・「わかはとモデル」は，教師間で協議し，作成したものであったため，有効なものであるか十分に

検証できていない状況であったが，本調査結果から「生涯学習力」に関して，保護者が求めてい

る資質・能力は，「わかはとモデル」の視点でほぼ網羅されていると考えた。また，学校での学び

が家庭や他の場面で生かされているかとの質問の回答についても，概ね，「わかはとモデル」の視

点で整理されたことから，当該モデルの有効性が示唆された。 

・「自分を知る」では，保護者が特に大切と考えることと，学びが他の場面で生かされていることが

ほぼ同じ内容であった。保護者は生涯にわたって学び続けるために，内面の安定や自己理解を特

に大切にしながら，それを児童生徒が他の場面で生かしている状況が推察された。「人とつながる」

では，挨拶の定着やコミュニケーション能力の向上が生かされた。一方で，それ以上に保護者は，

人との関わりやつながりを大切にしていることが分かり，コミュニケーション能力を土台としな

がらも，その力を活用することを望んでいることが推察された。さらに，「情報を集める」では，

インターネットの活用などの情報収集が他の場面で生かされているという結果であったが，それ

以上に保護者は経験の般化を特に大切にしていることが分かり，収集した情報を活用できるよう

になることを望んでいることが推察された。 

・一方，調査結果から「わかはとモデル」の視点にはなかった「環境」という新たなカテゴリーが

生成された。このことから，本人に対する教育のみならず，周囲のサポートや学ぶ環境，本人・

家族の健康などといった環境整備にも注力していく必要性が示唆された。さらに，「好奇心，興味・

関心，夢中」では，保護者は好奇心，興味・関心，夢中を特に大切に考えているものの，他の場

面に生かしているとの回答が少なかったことから，好奇心，興味・関心，夢中を更に広げること

ができる環境づくりが求められると考えた。 

・保護者に対するアンケート調査の分析では，「生涯学習力」を見取る視点として活用している「わ

かはとモデル」の有効性を検証したが，今後は児童生徒が生涯にわたって学び続けるための資質・

能力を身に付けたかという，児童生徒本人の変容や検証，卒業後の進路先である事業所等のアン

ケート調査等，多面的な検証の機会が必要であると考える。 
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第４章 研究のまとめ



研究のまとめ 

１ 成果と今後に向けて 

 今年度の研究実践を通して，以下の成果と課題，今後に向けての方策が挙げられた。 

（１）成果（○）と課題（△） 

①児童生徒の夢や願いを基点とした授業づくり 

【小学部】 ○児童の夢や願い，思いの膨らみにつながる振り返り活動の充実 

△児童の興味・関心が広がるような，幅広い単元設定の検討 

【中学部】 〇面談の充実，ＡＰＤＣＡサイクルの各取組における教師の方向性の共有 

      △単元（授業）の振り返りとしての面談の実施 

【高等部】 ○地域資源を活用することによる生徒の興味，関心の広がり 

△卒業後の学びの姿との関連 

②「わかはとモデル」を活用した児童生徒の見取り 

【小学部】 ○児童の内面に迫ることによる，授業で身に付けたい資質・能力の焦点化 

△見取った思いを児童と共有するためのツール（思いいっぱいシート）の工夫，改善 

【中学部】 〇生涯学習力の高まりを指導計画に反映した授業づくり 

      △「育成を目指す資質能力」と「生涯学習力」との関連の整理 

【高等部】 ○「わかはとモデル」の視点を活用した生徒との面談の充実 

△エピソードシートの蓄積と検証 

③生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくりに向けて 

「わかはとシステム」の活用と改善 

【わかはとシステム運営委員会の設置】 

○「わかはとシステム運営委員会」を設置することで，各学部，各分掌との連携を図りながら「わか

はとシステム」の活用に向けた各種教育計画と本校の教育課程について，検討を進めることができ

た。また，教務部が中心として進めている「つながりミーティング」では，児童生徒の見取りの背

景や他の場面で生かされている点に加えて，「わかはとモデル」の視点を使い，「生涯学習力」の高

まりについて検討し合うことができた。 

△研究での成果を教育課程の編成につなげるためには，これまでの研究を通して築いてきた本校の教

育課程の見直しを図っていくことが課題として挙げられた。今後は，本委員会の在り方を整理し，

次年度以降も機能する役割をもたせる必要があることが推察された。 

【エピソードシートの活用】 

○児童生徒の日々の様子や変容について，各学部の実情に応じてロイロノートを活用し，エピソード

記録を取りためることができた。また，そのエピソードの解釈を学部の職員で見取り，分析するこ

とができた。 

△学部によっては対象生徒のみの記録に留まっていたことから，今後は更に多くの児童生徒を対象と

した検証と，見取った内容の活用の仕方を検討していきたい。 

「私の応援計画」の「ブラッシュアップ」  

【「私の応援計画」作成ガイド（改訂版）の作成】 

○「私の応援計画」作成ガイドの改訂版の作成に向けて，「わかはとシステム運営委員会」で協議を重

ね，今年度末に完成することができた。 

△この作成ガイドの改訂版を活用して，今後５年，１０年と時が流れ，本校の職員が大きく変わった

際にも本人主体の「私の応援計画」の理念や手順を継承していきたい。 

【キャリア・パスポートとしての利用】 

○「私の応援計画」作成ガイドの改訂版の作成作業に合わせて，キャリア・パスポートとしてファイ

ル化（「学びの道標」）を全校統一で行うことができた。 

△「私の応援計画」をキャリア・パスポートとして更に活用していくために，児童生徒本人による評
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価や学びの履歴の活用方法について，実践を積み重ね，児童生徒の変容について分析や検証を行っ

ていきたい。 

【「私の応援計画（社会人用）」の検討】 

○卒業生３名を事例対象として，「私の応援計画」の社会人用を試行することができた。事例対象の１

名の事業所では，「本人の内面を知ることができてよかった」「今後，仕事を覚えた段階で，業務内

容を検討し，本人のキャリアアップにつなげたい」と前向きな話が聞かれた。 

△次年度以降も継続してこの実践を積み重ねるとともに，在校生とのつながりの検討や，事例対象の

卒業生自身の心の変化や変容についても検証していきたい。 

「生涯にわたる豊かな学び」の検証（アンケート調査の分析と検証） 

【障害福祉サービス事業所へのアンケート調査】 

・障害者の卒業後の学びについて，「重要」と認識しているが，十分に「機会を提供」できていない状

況が推察された。 

・「障害者の生涯学習を進める上での課題」として，職員の専門性の不足など支援体制のソフト面につ

いての課題や，作業中心の日課による時間的難しさといった，支援体制のハード面の課題が挙げら

れた。 

・「生涯にわたって学び続けるために」，利用者自身の課題や環境の整備，周囲の支援体制が大切であ

ることが推察された。 

【在校生の保護者へのアンケート調査】 

・保護者が求めている資質・能力は，「わかはとモデル」の視点でほぼ網羅されていた。また，学びが

生かされている内容も当該モデルの視点と重なることから，「わかはとモデル」の有効性が示唆され

た。 

・一方で，「わかはとモデル」にはない「環境」という新たな視点が生成され，本人への教育のみなら

ず，学ぶ環境や周囲のサポート等といった環境の整備にも力を注いでいく必要があることが示唆さ

れた（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ わかはとモデル（新） 
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（２）今後に向けて 

①「生涯にわたって学び続ける資質・能力の育成」の継続と発展 

平成 31年公示特別支援学校高等部学習指導要領には，「生徒が学校教育を通じて身に付けた知識及

び技能を活用し，もてる能力を最大限伸ばすことができるよう，生涯学習への意欲を高めるとともに，

社会教育その他様々な学習機会に関する情報の提供に努めること」と示されている。また，令和６年

12 月中央教育審議会から示された「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」（諮

問）の冒頭では，「人生 100年時代」の到来や労働市場の流動性の高まり，マルチステージの人生モデ

ルへの転換により，生涯にわたって主体的に学び続け，自らの人生を舵取りする力を身に付けること

の重要性が増していると示されている。これは，本校で長年にわたり取り組んできた「生涯学習力」

の育成に重なる部分である。２年間の研究を通して，生涯にわたる豊かな学びとは何か？を検討し，

そして，生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくりに取り組んできた。その答えは，これまで本

校が大切にしてきた本人主体の「私の応援計画」が重要な鍵を握り，今後も更に探究していく必要が

あると考える。 

②保護者，地域社会，大学との連携による生涯にわたって学び続ける環境の整備 

アンケート調査の分析を通して，「わかはとモデル」の有効性とともに，周囲のサポートや学ぶ環境

などといった環境の整備の必要性が挙げられた。学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有

識者会議報告（2019）によると，「一緒に学習する友人，仲間がいない」「学ぼうとする障害者に対す

る社会の理解がない」などが，障害者本人が感じる生涯学習の主な課題として挙げられ，「知りたいこ

とを学ぶための場や学習プログラムが身近にある」とした回答は３分の１以下に留まっていた。今後

は，保護者，地域社会，大学との連携を更に図りながら，生涯にわたって学び続けるための環境の整

備を進める必要があると考える。  

③学びの履歴の活用と卒業後へのつながり 

児童生徒の夢や願いを基点としながら研究を進めたことで，本校の教育の中心にある「私の応援計

画」はキャリア・パスポートとして活用していくことが期待できることが示唆された。現行学習指導

要領の前文には，「児童生徒が，『生涯にわたる学習とのつながりを見通す』ためにもキャリア・パス

ポートは大切なものである」と示されている。本研究を通して，「私の応援計画」を綴ったファイルを

「学びの道標」として全校統一で準備することができた。しかし，本校でキャリア・パスポートとし

て学部を越えて学びの履歴として活用している実践は多くはない。今後は，「私の応援計画（社会人

用）」の実践を積み重ねるとともに，学部間を越えた学びの履歴の活用方法や，事例対象としている卒

業生自身の心の変化や変容についても検証していきたい。 

④生涯にわたって学び続ける資質・能力の育成に向けた教育課程の編成 

本校では，令和元年度から「主体的にヒト・モノ・コトに関わり生涯にわたって学びに向かい成長

しようとする力」を「生涯学習力」と定義し，生涯にわたって学び続ける資質・能力の育成に取り組

んできた。今年度は，更に「わかはとシステム運営委員会」を設置し，児童生徒の夢や願いを基点と

し，子どもと授業をつなげ，「生涯学習力」の育成を目指すための仕組みづくりについて検討を進めて

きた。しかし，研究での成果を教育課程の編成につなげるためには，これまでの研究を通して築いて

きた本校の教育課程の見直しを図っていくことが課題として挙げられた。今後は，本委員会の在り方

を整理するとともに，本校の教育資料との関連を確認し，更新していく必要がある。そのことで，社

会に開かれた教育課程の実現を一層進めることができると考える。 

 

49



夏のセミナー（シンポジウム）の記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
             
                               
                      
         
                       

シンポジウムの記録（グラフィックレコーディング※） 

表 紙  ・・・・・  シンポジウム 登壇者 

Ｎｏ．１ ・・・・・  卒業生Ａさんの話題提供 

Ｎｏ．２ ・・・・・  卒業生Ｂさんの話題提供 

Ｎｏ．３ ・・・・・  卒業生の話の感想、卒業生アンケート結果 

Ｎｏ．４ ・・・・・  相談支援から見る「豊かな学び」とは？ 

Ｎｏ．５ ・・・・・  行政から見た「豊かな学び」とは？ 

Ｎｏ．６ ・・・・・  藤井先生（秋田大学 教授）からの総括 

Ｎｏ．７ ・・・・・  あなたが考える「豊かな学び」とは？ 

 

※グラフィックレコーディングとは、ホワイトボードや紙に、会議や議論などの内容を 

デザインとして可視化し、整理していく手法です。 
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シンポジウム 夢や願いの実現に向けた「生涯にわたる豊かな学び」とは？ 

夏のセミナー（シンポジウム）の記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
             
                               
                      
         
                            

Ａ さん 
Ｂ さん 

Ｂさん 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

夏のセミナー（シンポジウム）の記録 

         
                               
                               
                      
         
                            

Ａ さん 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

夏のセミナー（シンポジウム）の記録 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

夏のセミナー（シンポジウム）の記録 

 

 

 

 

 
                         
                               
                      
         
                            

54



公開研究協議会（講演）の記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
             
                               
                      
         
                       

 

 

講演の記録（グラフィックレコーディング） 

Ｎｏ．１～４・・・・  講演 
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講 演 「特別支援学校における生涯にわたる豊かな学びを目指して」 

神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 教授 津田 英二 様 

公開研究協議会（講演）の記録 
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講 演 「特別支援学校における生涯にわたる豊かな学びを目指して」 

神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 教授 津田 英二 様 

公開研究協議会（講演）の記録 
 

 

 

 

  
                         
                               
                      
         
                            

57



【引用・参考文献】 

 

（１）秋田大学教育文化学部附属特別支援学校 「ひと・地域・未来をつなぐ」研究紀要第41・42・43

集，2015・2016・2017 

（２）秋田大学教育文化学部附属特別支援学校 「本人主体の個別の教育支援計画（私の応援計画）

を活用した教育課程の編成」研究紀要第44・45集，2018・2019 

（３）秋田大学教育文化学部附属特別支援学校 「児童生徒の『生涯学習力』を高める教育課程の編

成」研究紀要第46・47集，2020・2021 

（４）秋田大学教育文化学部附属特別支援学校 「新しい時代で学び続ける児童生徒を育てる～学び

の積み重ねの実践とゆるやかなネットワークの構築～」研究紀要第48集，2022 

（５）秋田大学教育文化学部附属特別支援学校 「新しい時代で学び続ける児童生徒を育てる〜『生

涯学習力』を高める授業づくりを通して〜」研究紀要第49集，2023 

（６）秋田大学教育文化学部附属特別支援学校 「生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり～

児童生徒の夢や願いを基点とした『わかはとシステム』の構築」～研究紀要第50集，2024 

（７）菊地一文（2021）「知的障害教育における学びをつなぐキャリアデザイン−本人の思いや願い

を踏まえた深い学びの実現に向けて−」ジアース教育新社 

（８）文部科学省（1981）「生涯教育について（答申）」中央教育審議会 

（９）文部科学省（2010）「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」 

（10）文部科学省（2010）「特別支援教育の在り方に関する特別委員会 論点整理」 

（11）文部科学省（2012）「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別

支援教育の推進〈報告〉」 

（12）文部科学省（2012）「障がいのある学生の修学支援に関する検討会報告（第一次まとめ）」 

（13）文部科学省（2016）「教育課程企画特別部会 論点整理」 

（14）文部科学省（2016）「個別の指導計画」と「個別の教育支援計画」について 

（15）文部科学省（2017） ｢特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）｣ 

（16）文部科学省（2017） ｢特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）｣ 

（17）文部科学省（2017） ｢特別支援学校学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・中学部）｣ 

（18）文部科学省（2017） ｢特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領｣ 

（19）文部科学省（2018）「学校卒業後における障害者の学びの推進方策について（論点整理）」 

（20）文部科学省（2018）「障害者の生涯を通じた多様な学習活動の充実について」 

（21）文部科学省（2018）「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）」 

（22）文部科学省（2018）「第３期教育振興基本計画」 

（23）文部科学省（2019）「障害者活躍推進プラン〜障害のある人の力を生かして未来を切り開くた

めに必要な５つの政策プラン〜」 

（24）文部科学省（2019）「障害者の生涯学習の推進方策について―誰もが，障害の有無にかかわら

ず共に学び，生きる共生社会を目指して―（報告）」 

（25）文部科学省（2020）「特別支援学校小学部・中学部学習評価参考資料」 

（26）文部科学省（2021）「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性

を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」中央教育審議会 

（27）文部科学省（2024）「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」中

央教育審議会 

（28）髙橋基裕 藤井慶博（2020）「当事者主体の個別の教育支援計画の実践とその効果に関する研

究」発達障害研究 : 日本発達障害学会機関誌 / 日本発達障害学会 編 41(4) 

（29）津田英二（2023）「生涯学習のインクルージョン −知的障害者がもたらす豊かな学び-」明石書

店 

58



あ と が き

振り返ってみると、本校の「生涯学習」に焦点を当てた研究は「私の応援

計画（個別の教育支援計画）」から始まり、今年度で８年目となります。子ど

もたちの夢や目標をモチベーションにして生涯学習力を高めるための授業や

教育課程はどうあればよいかを追求してきました。そして今年度の研究テー

マ「生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり」のまとめの年へとつな

がっています。

生涯学習という言葉に触れたのは、自分が教育専門監をしていた頃に本校

の公開研究会の助言者として依頼された時と記憶しています。初めはスケー

ルの大きい話だなあと思いました。学校を卒業してからの時間が何倍も長い

のだから、卒業後のアプローチや研究成果の検証等が必要なのではないか、

学校教育でそれを行うのは現在在籍している子どもたちの研究とかけ離れて

しまうのではないかと単純に考えてしまいました。しかし、本研究の考えや

経緯等に触れていくにつれ、そうではではないことに気付きました。

突然ですが、我が息子は本校の卒業生です。いつもいろんなことに興味を

もって、自分で調べたり、分からないことがあればすぐに家族や作業所の職

員さんに尋ねています。それが日常なので当たり前のことと思っていました

が、よくよく考えてみると、これはすごいことなのかもしれないと気付きま

した。学校時代にiPadで調べる方法を学び、分からないことがあったら人に

尋ねるというコミュニケーションを学び、何よりも、いろんなことに興味・

関心をもつことができる大らかさを育んでもらったからこその今なのだろう

と思っています。ちなみに我が子はいつも楽しそうに生活しています。

卒業してからも豊かな生活を送ることができるように、今、授業や子ども

との関わりを通してどんな力を育んでいけばよいのかを考えていきたいと思

います。学校の研究は子どもたちを真ん中に置いた子どもたちのための実践

研究であるべきです。子どもとの対話を大事にしながら、豊かな将来を見据

えた取組を続けていこうと思います。

副校長 宮 野 俊 実
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